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主な内容

市 民 憲 章
　1. 水と緑を愛し 美しいまちをつくりましょう
　1. 未来をのぞみ 明るいまちをつくりましょう
　1. 心をやさしく 福祉のまちをつくりましょう
　1. 日日をはげみ 豊かなまちをつくりましょう
　1. 笑顔をたやさず 平和なまちをつくりましょう

未来に向かって旅立ち
中学校で卒業式

　3月10日、市内の5つの中学校で卒業式が行

われました。

　今回が48回目の卒業式となった牛久第一中

学校では、216人の生徒たちが、校長先生から

卒業を認定されました。

　卒業生は旅立ちの歌「Ｙ
エ ー ル

ＥＬＬ」を歌い、在

校生や保護者、先生方に見守られながら、思

い出と希望を胸に、親しんだ学びやに別れを

告げました。

◆平成22年度予算が決まりました…2Ｐ

◆ひたち野うしく小学校開校！…4Ｐ

◆文化芸能編～歌は世につれ世は歌につれ～…6Ｐ

◆「ひたち野リフレ」利用ガイド…10Ｐ

◆保健センター通信…12Ｐ
・がん検診を受けましょう～シリーズ①乳がんについて～

◆としょかん…14Ｐ

・「第9回こどもとしょかんまつり」にきてね！

◆画聖　小川芋銭…15Ｐ

◆新・牛久ごみニュース…16Ｐ
・私たちのごみは「出し方にルール」があります

◆消費生活センターだより…17Ｐ
・太陽光発電システム契約のトラブル

◆みんなの農業…17Ｐ

・第2回うしく菜の花まつり開催！

◆平成22年度狂犬病予防定期集合注射…18Ｐ

◆交通安全…20Ｐ
・春の全国交通安全運動

◆消防団ＮＥＷＳ…21Ｐ
・団長紹介

◆市内の名所や施設が映画などで活躍しています…21Ｐ

◆固定資産税に係る縦覧および閲覧…22Ｐ

◆平成22年度市税等納期限一覧表…23Ｐ

◆稲敷地方広域市町村圏事務組合からのお知らせ…25Ｐ

◆話題・街にひろう…26Ｐ
・うしく男・女フォーラム2010

・うしく安全・安心ワールド2010

◆歴史・読み物　昔の牛久…30Ｐ
・「住井すゑとその文学の里（五十）」

◆体育協会だより、文化協会だより…31Ｐ
・第17回牛久市体育協会ヘルシーボール大会報告

・加盟団体紹介…牛久菊花会

◆暮らしの情報…32Ｐ

◆今月のたいへんよくできました…40Ｐ
・ふたばランド保育園のお友だち
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平成２２年度牛久市一般会計予算は    ２０９億９，０００万円（対前年度比6.5％減）

一般会計・特別会計　  合わせて３４６億５，４００万円
一
般
会
計
予
算

　

３
月
２
日
か
ら
23
日
ま
で
行
わ
れ
た
平
成
22
年
第
１
回
牛
久
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
22
年
度

の
牛
久
市
予
算
案
が
上
程
さ
れ
、
一
般
会
計
と
８
つ
の
特
別
会
計
合
わ
せ
て
３
４
６
億
５
４
０
０
万
円
、

３
・
７
％
減（
前
年
度
３
５
９
億
９
２
０
０
万
円
）の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
ひ
た
ち
野
う
し
く
小
学
校
の
開
校
に
伴
う
整
備
事
業
費
の
減
や
子
ど
も
手
当

の
創
設
に
よ
る
予
算
計
上
が
主
な
要
因
と
な
り
、
対
前
年
度
比
６
・
５
％
減
の
堅
実
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
や
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
、
介
護
保
険
事
業
な
ど
高
齢
社

会
の
進
展
に
伴
う
給
付
費
の
増
加
が
著
し
く
、
特
別
会
計
全
体
で
は
対
前
年
度
比
０
・
８
％
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
、
税
収
の
落
ち
込
み
が
想
定
さ
れ
る
中
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
効
率
的
な
財
政
運

営
が
一
層
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
平
成
22
年
度
予
算
で
予
定
さ
れ
る
各
事
業
な
ど
の
中
か
ら
主
な

も
の
に
つ
い
て
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
総
務
費

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
を
受
付
し
交
付
す
る（
５
１
０

６
万
３
０
０
０
円
）
…
市
役
所
窓
口
で
パ
ス

ポ
ー
ト
の
申
請
受
け
付
け
・
交
付
を
行
い
ま

す
。

幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車
の
購
入
を
助
成
す
る

（
１
０
０
万
円
）
…
幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車

を
購
入
し
た
２
人
以
上
の
幼
児
の
保
護
者
に

対
し
て
そ
の
費
用
の
一
部（
購
入
額
の
２
分
の

１
、
上
限
４
万
円
）を
補
助
し
ま
す
。

地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
す
る（
１
７
４
１
万
２

０
０
０
円
）…
街
頭
犯
罪
の
抑
止
と
防
犯
意
識

を
高
め
る
た
め
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
ま
す
。

行
政
区
集
会
施
設
の
整
備
や
管
理
に
対
す
る
助

成
を
す
る（
４
７
８
７
万
１
０
０
０
円
）
…
集

会
所
施
設
の
整
備
な
ど
に
対
し
補
助
金
を
支

給
し
ま
す
。

◆
民
生
費

子
ど
も
手
当
を
支
給
す
る（
14
億
１
３
０
４
万
２

０
０
０
円
）
…
０
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
の
子
ど

も
を
対
象
と
し
て
平
成
22
年
度
は
一
人
１
万
３

０
０
０
円
を
支
給
し
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
を
支
給
す
る（
２
億
２
８
９
３
万

２
０
０
０
円
）
…
父
親
と
生
計
を
共
に
し
て
い

な
い
18
歳
未
満（
中
度
障
害
以
上
は
20
歳
未
満
）

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
家
庭
に
手
当
を
支
給

し
ま
す
。

住
宅
手
当
緊
急
特
別
措
置
事
業
を
実
施
す
る（
９

９
９
万
４
０
０
０
円
）
…
経
済
危
機
対
策
の
一

つ
と
し
て
、
離
職
者
が
安
心
し
て
就
職
活
動
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
住
宅
手
当
を
支
給
し

ま
す
。

民
間
保
育
園
の
運
営
を
支
援
す
る（
５
億
７
３
８

２
万
２
０
０
０
円
）
…
市
内
民
間
保
育
園
の
運

営
費
を
補
助
し
ま
す
。

◆
衛
生
費

妊
婦
や
乳
児
医
療
機
関
の
健
診
を
す
る（
８
４
５

０
万
４
０
０
０
円
）
…
妊
婦
お
よ
び
乳
児
の
健

診
費
用
の
助
成
を
行
い
、
負
担
の
軽
減
を
図
り

ま
す
。

法
律
に
基
づ
く
予
防
接
種
を
実
施
す
る（
６
８
３

２
万
２
０
０
０
円
）
…
Ｂ
Ｃ
Ｇ
、
ポ
リ
オ
、
三

種
混
合
、
麻
し
ん
風
し
ん
な
ど
乳
幼
児
期
に
お

け
る
予
防
接
種
率
の
向
上
を
図
り
、
重
症
化
や

ま
ん
延
を
予
防
し
ま
す
。

空
地
の
雑
草
除
去
を
指
導
す
る（
補
助
分
）（
２
８

５
万
円
）
…
市
街
地
内
の
空
き
地
を
調
査
し
て

デ
ー
タ
を
収
集
し
、
地
権
者
へ
の
働
き
掛
け
を

行
い
ま
す
。

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
を
運
用
す
る（
１
３
１

５
万
４
０
０
０
円
）
…
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構

想
に
基
づ
き
地
球
温
暖
化
防
止
や
循
環
型
社
会

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
農
林
水
産
業
費

農
業
や
漁
業
団
体
等
の
活
動
を
支
援
す
る（
１
７

９
５
万
５
０
０
０
円
）
…
新
規
就
農
者
の
育
成

を
支
援
し
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
の
拡
大
を
防
止
す
る（
１
０
９
４
万

８
０
０
０
円
）
…
荒
廃
地
を
整
地
し
、
農
地
へ

の
回
復
を
促
進
し
ま
す
。

◆
商
工
費

ハ
ー
ト
フ
ル
ク
ー
ポ
ン
券
事
業
を
助
成
す
る（
２

２
７
８
万
円
）
…
市
内
商
業
の
発
展
と
振
興
の

た
め
ハ
ー
ト
フ
ル
ク
ー
ポ
ン
券
事
業
を
補
助
し

ま
す
。

中
小
企
業
に
資
金
融
資
の
助
成
を
す
る（
１
億
３

９
１
万
８
０
０
０
円
）
…
中
小
企
業
の
金
融
保

証
料
の
補
助
や
利
子
補
給
な
ど
を
行
い
、
資
金

調
達
の
円
滑
化
を
図
り
ま
す
。

◆
土
木
費

道
路
新
設
改
良
費（
８
億
８
５
５
万
６
０
０
０
円
）
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平成２２年度牛久市一般会計予算は    ２０９億９，０００万円（対前年度比6.5％減）

一般会計・特別会計　  合わせて３４６億５，４００万円

平成22年度 平成21年度 増減額 伸率（％）
　一般会計 209億9,000万円 224億4,000万円 △14億5,000万円 △6.5

国民健康保険事業特別会計 72億600万円 67億7,100万円 4億3,500万円 6.4
公共下水道事業特別会計 24億900万円 25億1,600万円 △1億700万円 △4.3
青果市場事業特別会計 2,250万円 2,100万円 150万円 7.1
老人保健事業特別会計 600万円 850万円 △250万円 △29.4
小規模水道事業特別会計 4,450万円 2,900万円 1,550万円 53.4
介護保険事業特別会計 30億2,800万円 29億500万円 1億2,300万円 4.2
工業用地造成事業特別会計 3,400万円 4億6,450万円 △4億3,050万円 △92.7
後期高齢者医療事業特別会計 9億1,400万円 8億3,700万円 7,700万円 9.2
特別会計合計 136億6,400万円 135億5,200万円 1億1,200万円 0.8

合　　　　計 346億5,400万円 359億9,200万円 △13億3,800万円 △3.7

平成22年度各会計当初予算の状況

問い合わせ　市行政経営課☎内線3301～3303

・
市
道
８
号
線
を
改
良
舗
装
す
る（
８
０
７
０
万

円
）
…
国
道
４
０
８
号
か
ら
柏
田
橋
間
の
整
備

を
行
い
ま
す
。【
改
良
舗
装
工
事
】
延
長
３
０
０

ｍ
、
用
地
購
入

・
市
道
53
号
線
を
改
良
舗
装
す
る（
４
６
１
２
万

６
０
０
０
円)

…
向
台
小
学
校
前
改
良
舗
装
工

事（
全
体
計
画
延
長
５
０
０
ｍ
）

・
市
道
４
４
１
号
線
を
改
良
舗
装
す
る（
１
億
４

１
９
３
万
円
）
…
県
道
谷
田
部
～
牛
久
線
か
ら

田
宮
～
中
柏
田
線
区
間
の
整
備【
用
地
購
入
】家

屋
移
転
な
ど
の
補
償
金

・
市
道
23
号
線（
北
側
延
伸
分
）を
改
良
舗
装
す
る

（
１
億
４
６
５
３
万
６
０
０
０
円
）…
刈
谷
・
牛

久
大
橋
か
ら
牛
久
市
営
青
果
市
場
付
近
ま
で
の

整
備【
改
良
舗
装
工
事
】延
長
３
３
０
ｍ
、
用
地

購
入

田
宮
西
近
隣
公
園
を
整
備
す
る（
１
億
６
１
９
０

万
８
０
０
０
円
）
…
田
宮
西
地
区
の
雨
水
対
策

の
た
め
必
要
な
調
整
池
を
整
備
し
ま
す
。

◆
消
防
費

消
防
団
を
運
営
す
る（
５
３
７
５
万
７
０
０
０
円
）

…
自
治
消
防
団
の
運
営
に
対
す
る
支
援
を
行
い

ま
す
。

消
火
栓
や
防
火
水
槽
を
新
設
す
る（
１
１
０
２
万

９
０
０
０
円
）
…
消
火
活
動
の
基
本
と
な
る
消

火
栓
や
防
火
水
槽
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

◆
教
育
費

ひ
た
ち
野
う
し
く
小
学
校
プ
ー
ル
を
建
設
す
る

（
６
億
６
０
９
３
万
７
０
０
０
円
）…
ひ
た
ち
野

う
し
く
小
学
校
に
屋
内
型
温
水
プ
ー
ル
を
建
設

し
ま
す
。

ひ
た
ち
野
う
し
く
地
区
の
公
共
施
設
を
一
般
に
開

放
す
る（
３
５
５
万
９
０
０
０
円
）…
ひ
た
ち
野

リ
フ
レ
、
ひ
た
ち
野
う
し
く
小
学
校
の
一
部
を

市
民
の
方
に
開
放
し
ま
す
。

中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
施
設
を
改
修
す
る

（
７
９
６
６
万
１
０
０
０
円
）
…
舞
台
機
構（
つ

り
物
）
や
受
変
電
設
備
な
ど
の
改
修
工
事
を
行

い
ま
す
。

児
童
ク
ラ
ブ
を
運
営
す
る（
１
億
２
７
９
万
８
０

０
０
円
）
…
放
課
後
な
ど
の
時
間
帯
に
保
護
者

が
不
在
の
小
学
生
を
対
象
に
生
活
や
遊
び
な
ど

の
場
を
提
供
し
ま
す
。

特
別
会
計
予
算

　
　
　
　

（
主
な
事
業
な
ど
）

◇
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
運
営（
８
億
６
４

４
３
万
８
０
０
０
円
）…
高
齢
者
医
療
制
度（
75

歳
か
ら
）
の
安
定
し
た
運
営
の
た
め
に
、
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
保
険
料
と
医
療
費
を

拠
出
し
ま
す
。

◇
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

公
共
下
水
道（
雨
水
）
建
設
事
業（
７
億
７
９
７
３

万
９
０
０
０
円
）…
雨
水
管か
ん
き
ょ渠

を
整
備
し
ま
す
。

（
田
宮
、
み
ど
り
野
、
東
み
ど
り
野
な
ど
）

◇
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

保
険
給
付
と
地
域
支
援
事
業
の
実
施（
29
億
１
１

４
６
万
２
０
０
０
円
）
…
介
護
保
険
制
度
の
運

営
と
介
護
予
防
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

※表中の△は減少の意味です。
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施  設  概  要

所在地 牛久市ひたち野西2-11
敷地面積 28,000.38㎡

延床面積

校舎：6,841.91㎡

体育館：1,489.35㎡

給食室：389.44㎡
構造規模 鉄筋コンクリート造り地上3階建て

特　色

・図書室を「調べ学習」の拠点となる

よう、2クラスが同時に利用できる

学校の中心に設置。

・正門・運動場を監視できる職員室・

校長室を1階に設け、防犯カメラ、

非常通報装置設備を装備し、児童

の安全対策に配慮。

・200人規模のコンサートができる広

さと機能を備える音楽室、図工室、

家庭科室を普通教室から分離配置

し、土・日曜日などの休校日に地

域住民の生涯学習の場として活用。

・環境負荷の少ない氷蓄熱エアコン

を採用し、複層ガラス・熱交換換

気設備を牛久市の学校としては初

めて全教室に設置。

ひ
た
ち
野
う
し
く
小
学
校
校
歌

作
詩
・
中
島
清
治

作
曲
・
新
井
利
昌

一
、
太
陽
の　

光
を
浴
び
て

　
　
　
　

き
ら
き
ら
と　

輝
く
大
地

　
　

ひ
た
ち
野　

ひ
た
ち
野

　
　
　
　
　
　
　

ひ
た
ち
野
う
し
く

　
　

筑
波
嶺
に　

ら
し
さ

4

4

4

を
学
び

　
　
　

微
笑
み
を　

絶
や
さ
ず
進
む

二
、
人
の
道　

真
っ
直
ぐ
歩
く

　
　
　
　
　
　

健
や
か
な　

心
と
体

　
　

ひ
た
ち
野　

ひ
た
ち
野

　
　
　
　
　
　
　

ひ
た
ち
野
う
し
く

　
　

助
け
合
い　

励
ま
し
合
っ
て

　
　
　

今
日
も
又　

明
る
く
生
き
る

三
、
優
し
さ
は　

世
界
を
つ
な
ぐ　

　
　
　

厳
し
さ
は　

未
来
を
ひ
ら
く

　
　

ひ
た
ち
野　

ひ
た
ち
野

　
　
　
　
　
　
　

ひ
た
ち
野
う
し
く

　
　

青
空
に　

で
っ
か
く

4

4

4

4

描
こ
う

　
　
　
　
　

虹
色
の　

希
望
と
夢
を

校開校！
　4月1日、市では23年ぶりの新設校で、8校目の小学校と

なる「ひたち野うしく小学校」が開校しました。

　ひたち野うしく小学校は、牛久北部土地区画整理事業地

内の児童急増に対応するため、中根小学校の分離新設校と

して計画されました。新築計画にあたり、教職員、ＰＴＡ、

そして市職員などによる建築検討委員会を立ち上げ、これ

からの教育の方向・方針、児童の生活の場としての学校の

在り方、地域に対する学校の在り方など、広く多くの意見

を吟味し計画し建設されました。

　ここでは、ひたち野うしく小学校の概要についてお知ら

せします。

※
ひ
た
ち
野
う
し
く
小
学
校
の
開
校
を

記
念
し
て
、
ひ
た
ち
野
う
し
く
小
学

校
、
岡
田
小
学
校
、
下
根
中
学
校
の

校
歌
を
作
詩
し
た
牛
久
市
出
身
の
作

詩
家
を
紹
介
し
ま
す
。（
６
ペ
ー
ジ
～

９
ペ
ー
ジ
参
照
）

ひ
た
ち
野
う
し
く
小
学
校
開
校
を
祝
し
て

　

ひ
た
ち
野
う
し
く
小
学
校
の
建
設
に
あ

た
っ
て
は
、
従
来
の
学
校
と
は
異
な
り
、

子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
安
心
し
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
、
そ
し
て
地
域
の
方
々
も
活
用

で
き
る「
世
代
交
流
・
地
域
交
流
の
で
き

る
地
域
開
放
型
の
小
学
校
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

校
舎
は
、茨
城
県
産
材
を
豊
富
に
使
い
、

教
室
内
は
木
の
ぬ
く
も
り
に
包
ま
れ
て
い

ま
す
。
音
楽
室
は
、
２
０
０
人
規
模
の
コ

ン
サ
ー
ト
が
で
き
る
広
さ
と
機
能
を
備
え

て
お
り
、学
校
の
授
業
で
使
用
し
な
い
土
・

日
曜
日
な
ど
の
休
校
日
に
は
、
地
域
住
民

の
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
体
育
館
は
、
倉
庫

な
ど
豊
富
な
収
納
ス
ペ
ー
ス
に
加
え
、
会

議
室
も
あ
り
、
大
人
も
十
分
に
利
用
で
き

る
広
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た

プ
ー
ル
は
、
今
年
度
に
整
備
す
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
夏
季
だ
け
で
な
く

年
間
を
通
し
て
利
用
で
き
る
全
天
候
型
の

温
水
プ
ー
ル
で
す
。

　

学
校
は
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
場
で
あ

り
ま
す
が
、
多
く
の
市
民
の
方
々
に
も
学
校

を
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
学
校
と
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
、
子
ど
も
を
守
り
、
育
て
、
ひ

た
ち
野
う
し
く
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
、

健
や
か
に
成
長
し
、
こ
の
21
世
紀
に
大
き

く
羽
ば
た
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
校
の
開
校
に
あ
た
り
、
地
域
住
民
の
皆

様
に
多
大
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

牛
久
市
長　
　

池
辺
勝
幸



5  －広報うしく　２０１０．４．１－

ひたち野うしく小学

市内8番目の

開放型の小学校
　未来を担う子どもたちが安全に安心して学

び、そして、地域の方々が活発に活動できる場

として、従来の小学校の枠を超えた、世代交流・

地域交流のできる地域開放型の新しい小学校

が、飛躍するひたち野地区に完成しました！

【
ひ
た
ち
野
う
し
く
小
学
校
】

・
住
宅
地
に
溶
け
込
む
切
り
妻
屋
根
の
校
舎
デ
ザ
イ
ン

・
体
育
館
の
屋
根
に
環
境
に
や
さ
し
い
太
陽
光
発
電
を
設
置

・
全
天
候
型
の
温
水
プ
ー
ル
を
建
設
予
定（
平
成
22
年
度
）

【
県
産
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
内
装
】

ス
ギ
や
ク
リ
の
ム
ク
材
を
活
用
、
長
く
使

う
ほ
ど
に
愛
着
が
深
ま
る
内
装
デ
ザ
イ
ン

【
学
年
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
】

グ
ル
ー
プ
、
ク
ラ
ス
、
学
年
単
位

で
の
授
業
が
可
能
に

【小コンサートが行える音楽室】
学年単位での授業、地域住民の音楽発表会

が可能に

体育館 教室棟

200メートルトラック

給食室 管理・特別教室棟
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こ
こ
で
は
、
４
月
１
日
開
校
の「
ひ
た
ち
野
う
し
く
小
学
校
」の
校
歌
や「
牛
久
音

頭
」、「
河
童
ば
や
し
」を
作
詩
し
た
中
島
清
治
氏
を
は
じ
め
、
市
内
出
身
で
ご
活
躍

の
作
詩
家
を
紹
介
し
ま
す
。

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員　
　
　

栗く
り
は
ら原　

功
い
さ
お

◆「
ひ
た
ち
野
う
し
く
小
学
校
」校
歌

の
作
詩
者―

中
島
清
治―

《
寄
稿
》う
ち
あ
け
話―

中
島
清
治―

　

あ
い
つ
は
三
十
路
を
越
せ
な
い
だ
ろ
う

と
い
わ
れ
な
が
ら
、
い
つ
の
間
に
か
80（
昭

和
６
年
生
ま
れ
）の
坂
が
目
前
。
目
を
閉
じ

れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
よ
み
が
え
る
。

牛
久
村
大
字
新
地（
現
新
地
町
）の
半
農
半

商
の
家
に
生
ま
れ
、
小
学
校
３
年
の
と
き

母
親
が
病
死
。
兄
、
妹
２
人
と
祖
母
に
育

て
ら
れ
、
国
民
学
校
６
年
卒
業
と
同
時
に

大
東
亜
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
、
町
内
の
軍

需
工
場
に
学
徒
動
員
さ
れ
た
。
油
ま
み
れ

に
な
っ
て
国
の
た
め
働
い
た
が
終
戦
。
学
校

に
戻
る
。
高
等
科
を
卒
業
後
、
祖
母
が
死

亡
。
虚
弱
体
質
に
む
ち
打
っ
て
東
京
へ
働
き

に
出
た
が
、
仕
事
は
ガ
ス
管
工
事
の
た
め

今
度
は
泥
ま
み
れ
。
３
カ
月
後
に
は
体
を

壊
し
国
立
病
院
に
入
退
院
を
繰
り
返
し
た
。

そ
の
こ
ろ
歌
謡
誌「
詩
人
座
」
発
行
に
誘
わ

れ
て
作
詩
家
板
倉
文
雄
先
生
の
門
下
に
入

る
。
そ
し
て
池
田
充
男
さ
ん
を
知
り
交
流

が
始
ま
る
。
池
田
さ
ん
が
東
猯
穴
在
中
の

こ
ろ
は
、
板
倉
先
生
宅
か
ら
の
帰
り
に
押

し
か
け
、
朝
ま
で
語
り
明
か
し
た
こ
と
も

あ
る
。
千
葉
の
市
川
へ
越
せ
ば
市
川
へ
、
東

京
亀
有
に
越
せ
ば
亀
有
へ
、
上
福
岡
、
座
間
、

逗
子
へ
お
邪
魔
し
た
こ
と
が
昨
日
の
こ
と
の

よ
う
だ
。
奥
さ
ん
に
も
だ
い
ぶ
お
世
話
に

な
っ
た
が
、
ま
だ
恩
返
し
は
し
て
い
な
い
。

　

話
は
戻
る
が
昭
和
31
年
５
月
、
浪
曲
横

綱
、
広
沢
菊
春
師
口
演『
姿
三
四
郎
』
の
主

題
歌『
姿
三
四
郎
』（
広
沢
菊
若
唄
）が
45
日

間
、
文
化
放
送
か
ら
夜
10
時
放
送
さ
れ
た
。

海
、
山
の
も
の
と
も
分
か
ら
な
い
馬ば

か鹿
息

子
の
将
来
を
心
配
し
て
い
た
お
や
じ
に
聞

か
せ
る
こ
と
が
で
き
て「
よ
か
っ
た
」と
思
っ

た
の
も
つ
か
の
間
、
翌
年
３
月
郵
便
局
に

勤
務
中
車
に
追
突
さ
れ
即
死
し
た
。
通
夜

葬
式
の
日
、
作
曲
平
柳
晴
司
、
編
曲
の
清

水
路
雄
、
歌
手
の
津
田
耕
次
が
来
て
く
れ

た
。
ク
ラ
ウ
ン
レ
コ
ー
ド
創
立
記
念
曲
発

売
に
詩
を
間
に
合
わ
せ
て
ほ
し
い
と
の
こ

と
。
ド
タ
バ
タ
中
で
つ
ら
か
っ
た
が
、
社
会

風
刺
に
事
故
を
面
白
く
取
り
入
れ
る
こ
と

で
気
分
を
紛
ら
わ
せ
た
。
そ
の
歌
が『
お
聞

き
下
さ
い
皆
様
よ
』と
な
り
、
津
田
耕
次
の

デ
ビ
ュ
ー
曲
と
な
っ
た
だ
け
に
忘
れ
ら
れ

な
い
。
ま
た
、テ
レ
ビ
朝
日
の
連
続
ド
ラ
マ
、

谷
幹
一
主
演『
明
治
一
代
男
』の
主
題
歌『
お

先
に
ご
め
ん
』の
と
き
は
大
変
だ
っ
た
。
三

日
三
晩
悪
戦
苦
闘
し
て
書
き
上
げ
た
後
の

虚
脱
感
。『
カ
ス
バ
の
女
』で
知
ら
れ
た
歌
手

緑
川
ア
コ
の『
あ
な
た
は
命
』の
レ
コ
ー
デ
ィ

ン
グ
中
、
こ
の
詩
は
自
分
の
こ
と
の
よ
う

で
歌
え
な
い
と
泣
き
な
が
ら
吹
き
込
ん
だ
。

あ
の
と
き
の
ア
コ
の
姿
が
今
も
焼
き
付
い

て
離
れ
な
い
。
仕
事
み
ょ
う
り
に
尽
き
る

ひ
と
と
き
だ
っ
た
。
東
京
で
15
年
間
詩
作

り
を
し
て
き
た
が
、
医
者
に
子
ど
も
と
も

ど
も
健
康
面
で
田
舎
暮
ら
し
を
勧
め
ら
れ
、

生
ま
れ
故
郷
の
牛
久
に
里
帰
り
し
た
。

　

時
は
流
れ
て
、
作
詩
家
の
頂
点
に
到
達

し
た
池
田
充
男
さ
ん
は
、
何
で
も
話
せ
る
、

話
の
分
か
る
兄
弟
子
で
あ
る
。
そ
の
池
田

さ
ん
と
の
カ
ッ
プ
ル
盤
が
あ
る
。
池
田
充

男
詩
、
高
島
忠
夫
・
寿
美
花
代
・
桑
原
友

美
唄『
パ
パ
は
恋
人
』、
中
島
清
治
詩
、
桑

原
友
美
唄『
リ
ン
ゴ
は
い
い
な
ァ
』
で
あ
る

が
、
こ
の
歌
は
池
田
さ
ん
の
顔
で
生
ま
れ

た
よ
う
な
も
の
。
当
然
わ
が
家
の
宝
で
あ

る
。
当
時
10
歳
ぐ
ら
い
だ
っ
た
友
美
ち
ゃ

ん
は
ど
ん
な
に
成
長
し
た
だ
ろ
う
か
。
考

え
た
だ
け
で
も
年
を
忘
れ
る
。
ま
た
、
カ
ッ

プ
ル
盤
で
は
好
き
な
作
詩
家
の
一
人
、
星

文
化
芸
能
編

～
歌
は
世
に
つ
れ
世
は
歌
に
つ
れ
～

野
哲
郎
詩
、
新
井
利
昌
曲
、
香
月
え
り
唄
、

中
島
清
治
詩
、
清
水
路
雄
曲
、
香
月
え
り

唄『
お
別
れ
』
が
あ
る
。
こ
の
歌
の
歌
手
は

茨
城
県
稲
敷
郡
内
の
出
身
だ
っ
た
だ
け
に

今
で
も
思
い
出
す
の
か
も
し
れ
な
い
。
と

に
か
く
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
板
倉

文
雄
先
生
が
亡
く
な
る
前
、
お
れ
も
好
き

な
詩
だ
か
ら
と
書
に
し
て
残
し
て
く
れ
た

『
灯
影
の
女
』（
永
井
え
り
子
唄
）も
大
事
な

わ
が
家
の
宝
物
で
あ
る
。
今
年
も
ま
た
、

３
カ
月
後
の
最
終
の
土
曜
・
日
曜
日
に
は

う
し
く
か
っ
ぱ
祭
り
が
行
わ
れ
る
。
祭
り

が
で
き
て
30
年
に
な
る
が
途
中
つ
く
ば
科

学
万
博
会
場
で
踊
り
、
１
回
抜
い
た
た
め
、

市
の
行
事
と
し
て
は
29
回
目
に
な
る
。
踊

り
手
が
２
０
０
０
人
で
始
ま
っ
た
う
し
く

か
っ
ぱ
祭
り
も
今
は
踊
り
手
が
１
万
人
、

観
光
客
が
20
万
人
、
露
天
商
が
２
０
０
軒

も
出
る
大
き
な
祭
り
に
成
長
し
た
。
河
童

ば
や
し
踊
り
パ
レ
ー
ド
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、

市
内
の
小
中
学
生
が
積
極
的
に
参
加
す
る

よ
う
に
な
り
、
牛
久
第
二
中
学
校
は
８
連

覇
を
達
成
中
。
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
だ
が

心
配
も
あ
る
。
祭
り
の
会
場
が
年
々
狭
く

な
り
つ
つ
あ
る
の
で
、
そ
の
う
ち
祭
り
も

原
点
に
返
り
開
催
す
る
と
き
が
来
る
だ
ろ

う
と
思
う
今
日
こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。
こ
ん

な
こ
と
を
書
け
る
の
も
恩
師
故
・
板
倉
文

雄
先
生
、
偉
大
な
兄
弟
子
・
池
田
充
男
さ

ん
ほ
か
関
係
者
の
皆
さ
ん（
妻
や
家
族
も
含

む
）の
お
か
げ
と
感
謝
し
な
が
ら
…
。

　

与
え
ら
れ
た
能
力
と
体
力
の
中
で「
で
き

る
だ
け
の
こ
と
を
し
て
き
た
」私
は
私
を
褒

め
て
や
り
た
い
。
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◆
歌
の
駅
舎―

池
田
充
男

　

作
詩
家
を
志
し
板
倉
文
雄
に
師
事

　

池
田
充
男
は
、
昭
和
７
年
に
茨
城
県
稲

敷
郡
下
の
純
農
村
・
岡
田
村
の
大
字
東
猯

穴
１
１
４
０
番
地（
現
在
は
牛
久
市
東
猯
穴

町
）の
農
家
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
５

歳
の
と
き
命
に
か
か
わ
る
よ
う
な
大
病
を

患
い
、
そ
の
影
響
か
ら
か
決
し
て
体
の
強

い
子
ど
も
時
代
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

岡
田
尋
常
小
学
校（
戦
争
中
は
国
民
学
校
）、

岡
田
農
学
校
を
経
て
、
県
立
取
手
第
一
高

等
学
校
に
進
む
。
取
手
一
高
在
学
中
は
卓

球
選
手
と
し
て
活
躍
す
る
傍
ら
、
作
詩
家

を
志
し
、
近
所
に
住
む『
泣
く
な
片
妻
』、『
泪

の
夜
汽
車
』の
ヒ
ッ
ト
で
一
世
を
風ふ

う

び靡
し
て

い
た
板
倉
文
雄
の
門
に
入
っ
た
。

　

池
田
が
作
詩
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た

の
は
昭
和
29
年
、
22
歳
の
秋
で
あ
っ
た
。

念
願
の
作
品
は
、
テ
イ
チ
ク
レ
コ
ー
ド

９
月
新
譜『
心
の
十
字
路
』
で
、
歌
手
は
新

人
の
黒
田
春
雄
、
後
に
改
名
し
た
ア
イ
・

ジ
ョ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。

石
原
裕
次
郎
の『
二
人
の
世
界
』大
ヒ
ッ
ト

　

作
詩
家
池
田
充
男
に
と
っ
て
は
苦
節
10

年
の
歳
月
が
流
れ
過
ぎ
た
。

　

テ
イ
チ
ク
レ
コ
ー
ド
か
ら
専
属
作
詩
家

と
し
て
迎
え
入
れ
ら
れ
た
の
は
昭
和
36
年

５
月
１
日
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
波
乱
の
う

た
書
き
人
生
だ
っ
た
ろ
う
。
本
人
は
好
き

な
仕
事
だ
か
ら
と
笑
う
。

　

「
第
18
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
」
が

開
か
れ
た
昭
和
39
年
、
池
田
に
鶴
岡
雅
義

と
の
運
命
的
な
出
会
い
が
あ
っ
た
。
新
宿

の
音
楽
喫
茶
で
ラ
テ
ン
音
楽（
中
南
米
音

楽
）を
弾
い
て
い
た
鶴
岡
の
人
柄
と
レ
キ
ン

ト
ギ
タ
ー
に
ほ
れ
込
ん
だ
の
だ
っ
た
。
鶴

岡
は
秋
田
県
出
身（
生
ま
れ
は
新
潟
県
）
で

池
田
よ
り
１
歳
若
く
、
作
曲
家
古
賀
政
男

に
師
事
し
、
古
賀
ギ
タ
ー
歌
謡
学
院
で
講

師
の
阿
部
保
夫
に
ギ
タ
ー
を
学
び
、
ラ
テ

ン
グ
ル
ー
プ「
ト
リ
オ
・
ロ
ス
・
カ
バ
ジ
ェ

ロ
ス
」を
結
成
し
て
い
て
そ
の
リ
ー
ダ
ー
で

あ
っ
た
。
そ
の
夜
同
行
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

志
茂
忠
男
に
、
何
か
詩
を
書
い
て
鶴
岡
に

渡
し
て
と
言
わ
れ
、
た
ば
こ
の
空
き
箱
に

走
り
書
き
し
た
メ
モ
が『
ロ
ー
ソ
ク
・
ク

ラ
ブ
』、『
二
人
の
世
界
』
の
原
型
で
、
ト
リ

オ
・
ロ
ス
・
カ
バ
ジ
ェ
ロ
ス
か
ら
、
石
原

裕
次
郎
が
歌
う『
二
人
の
世
界
』
を
生
ん
だ

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
裏
話
が
あ
る
そ
う

で
、
あ
る
と
き
裕
次
郎
が
カ
ー
ラ
ジ
オ
で

聞
い
た
ト
リ
オ
・
ロ
ス
・
カ
バ
ジ
ェ
ロ
ス

の『
二
人
の
世
界
』
に
、「
こ
れ
は
お
れ
が
歌

う
歌
じ
ゃ
な
い
か
…
お
れ
が
や
れ
ば
絶
対

だ
ね
…
」と
。
裕
次
郎
の
予
想
通
り
当
時
の

Ｔ
Ｂ
Ｓ
歌
謡
曲
ベ
ス
ト
テ
ン
22
週
連
続
第

１
位
の
記
録
を
作
っ
た
。『
二
人
の
世
界
』の

レ
コ
ー
ド
累
計
売
り
上
げ
は
２
８
５
万
枚

余
り
に
達
し
、
裕
次
郎
の
シ
ン
グ
ル
累
計

売
上
代
表
20
曲
の
中
で
、
第
１
位
の『
銀
座

の
恋
の
物
語
』の
３
３
５
万
枚
に
次
ぐ
第
２

位
で
あ
っ
た
。『
二
人
の
世
界
』は
昭
和
41
年

に
石
原
裕
次
郎
主
演
で
同
名
の
日
活
ム
ー

ド
・
ア
ク
シ
ョ
ン
映
画
化
も
さ
れ
て
い
る
。

池
田
は
裕
次
郎
に
、『
青
い
滑
走
路
』、『
二
人

だ
け
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
』、『
銀
座
夜
の
ブ
ル
ー

ス
』、
石
原
裕
次
郎
＆
八
代
亜
紀
の『
夜
の

め
ぐ
り
逢
い
』、『
別
れ
の
夜
明
け
』
な
ど
50

曲
ほ
ど
書
い
て
い
る
。
裕
次
郎
が
テ
レ
ビ

映
画
に
出
演
し
て
挿
入
歌
と
主
題
歌
を
歌

い
、
そ
の
詩
を
池
田
が
書
い
た
の
が
幾
つ

か
あ
る
。
例
え
ば
、
昭
和
52
年
の
日
本
テ

レ
ビ
系
木
曜
ス
ペ
シ
ャ
ル『
ア
ド
ミ
ラ
ル

カ
ッ
プ
・
裕
次
郎
は
燃
え
た
』の
挿
入
歌『
海

び
と
の
詩
』。
昭
和
55
年
の
企
画
・
制
作
石

原
裕
次
郎
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
＝
テ
レ
ビ
朝

日
に
よ
る
テ
レ
ビ
朝
日
系
放
映
Ｔ
Ｖ
映
画

『
西
部
警
察
』
の
主
題
歌『
夜
明
け
の
街
』
で

あ
る
。『
水
の
流
れ
を
忘
れ
た
川
に　

誰
が

捨
て
た
か
赤
い
花
…
』は
そ
の
一
節
で
あ
る

が
、
こ
れ
を『
人
体
の
血
液
の
よ
う
だ
』
と

評
論
家
は
書
き
印
象
深
い
詩
で
あ
る
。
昭

和
62
年
７
月
17
日
、
日
本
中
が
泣
い
て
永

遠
の
別
れ
を
告
げ
た
昭
和
の
太
陽
石
原
裕

次
郎
。
池
田
は
生
涯
こ
の
日
を
忘
れ
る
こ

と
は
な
い
と
言
う
。
毎
年
、
命
日
の
こ
の

日
は
成
城
の
石
原
邸
に
集
ま
り
、
ま
き
子

夫
人
に
あ
い
さ
つ
を
す
る
。
そ
し
て
よ
く

晴
れ
た
日
な
ど
は
、
葉
山
、
森
戸
海
岸
に

立
つ
裕
次
郎
灯
台
を
訪
れ
て
、
今
な
お
残

る
胸
の
思
い
を
語
り
か
け
る
と
か
。

“
ひ
と
よ
”シ
リ
ー
ズ
小
樽
三
部
作

　

池
田
・
鶴
岡
コ
ン
ビ
に
よ
る
歌
作
り
は

さ
ら
な
る
大
ヒ
ッ
ト
曲
を
生
ん
だ
。『
小
樽

の
ひ
と
よ
』
で
あ
る
。『
小
樽
の
ひ
と
よ
』
は

鶴
岡
が
リ
ー
ダ
ー
で
結
成
さ
れ
た
ム
ー
ド

歌
謡
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
・
東
京
ロ
マ
ン

チ
カ
が
歌
い
累
計
売
り
上
げ
が
１
５
０
万

枚
余
り
に
達
し
、『
旅
路
の
ひ
と
よ
』、『
星
空

の
ひ
と
よ
』へ
と
続
く
の
で
あ
る
。

　

当
時
、
札
幌
に
は
Ｓ
Ｔ
Ｖ
大
澤
宏
一
と

い
う
名
物
ア
ナ
が
い
た
。
彼
が
担
当
す
る

歌
番
組
に
急
に『
粉
雪
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
』
と

題
す
る
歌
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
飛
び
込
み
、

そ
の
数
は
毎
週
増
え
続
け
た
と
い
う
。
こ

の『
粉
雪
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
』が『
小
樽
の
ひ
と

よ
』に
改
作
さ
れ
、
現
在
も
歌
い
継
が
れ
て

い
る
が
、
大
澤
ア
ナ
の
影
響
も
、
こ
の『
小

樽
の
ひ
と
よ
』の
大
ヒ
ッ
ト
に
は
大
き
い
と

池
田
は
つ
ぶ
や
い
た
。➡『

小
樽
の
ひ
と
よ
』

歌
詩
プ
レ
ー
ト
。
小

樽
運
河
散
策
路
に
設

置
さ
れ
て
い
る
。―

小
樽
市
提
供―

小
樽

と
い
う
地
名
は
ア
イ

ヌ
語『
オ
タ
ル
ナ
イ

（
砂
の
中
の
川
の
意
）』

が
由
来
。
小
樽
は
北

海
道
内
西
岸
第
１
の

港
湾
都
市
と
し
て
発

展
し
、
運
河
沿
い
に
は
明
治
・
大
正
両
時

代
の
石
造
倉
庫
が
軒
を
連
ね
る
。
市
街
地

は
三
方
が
山
に
囲
ま
れ
、
一
方
が
石
狩
湾

に
面
し
、「
坂
の
町
」
と
い
わ
れ
る
。
小
樽

は『
蟹
工
船
』
の
作
者
小
林
多
喜
二
ら
ゆ

か
り
の
文
学
者
の
２
０
０
０
点
に
及
ぶ
資

料
と
品
々
が
展
示
さ
れ
て
い
る
市
立
文
学

館
や
石
川
啄
木
歌
碑
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
文
化
の
香
り
が
漂
う
と
こ
ろ
で
も
あ

る
。
恒
例
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
夏
の「
お

た
る
潮
ま
つ
り
」
は
今
年
の
７
月
23
日
か

ら
25
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
冬
の「
小
樽
雪

あ
か
り
の
路
」は
２
月
中
に
開
催
さ
れ
る
。
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鶴
岡
雅
義
は
、
自
宅
の
仕
事
部
屋
の
ピ

ア
ノ
の
前
で
、
作
曲
中
の
手
を
休
め
て
、

ふ
っ
と
遠
く
を
見
る
よ
う
な
目
を
し
て
、

考
え
深
げ
に
切
々
と
語
り
始
め
た
。
…
小

樽
の
ひ
と（
女
性
）
は
実
在
で
あ
っ
た
。
私

が
結
成
し
た
東
京
ロ
マ
ン
チ
カ
が
釧
路
の

キ
ャ
バ
レ
ー
に
出
演
し
て
い
た
折
、
メ
ン

バ
ー
の
１
人
が
地
元
女
性
と
恋
に
落
ち
た
。

し
か
し
、
当
時
に
お
け
る
東
京
～
北
海
道

間
の
交
通
手
段
で
は
そ
の
距
離
が
あ
ま
り

に
も
遠
く
、
こ
の
恋
は
残
念
な
が
ら
悲
恋

に
終
わ
っ
た
。
私
は
こ
の
悲
恋
を
歌
の
題

材
に
し
て
東
京
ロ
マ
ン
チ
カ
の
デ
ビ
ュ
ー

曲
に
し
よ
う
と
考
え
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
作

り
、
作
詩
を
池
田
充
男
先
生
に
お
願
い
し

た
。
出
来
上
が
っ
た
歌
の
ド
ラ
マ
の
舞
台

が
古
い
伝
統
を
持
つ
小
樽
に
な
っ
て
い
た
。

…
結
成
間
も
な
い
東
京
ロ
マ
ン
チ
カ
の
デ

ビ
ュ
ー
作
品
が
欲
し
か
っ
た
だ
け
で
あ
っ

た
が
、『
小
樽
の
ひ
と
よ
』が
一
世
を
風
靡
す

る
大
ヒ
ッ
ト
曲
に
な
る
と
は
夢
に
も
思
わ

な
か
っ
た
。
歌
の
ド
ラ
マ
の
舞
台
が
観
光

名
所
の
宝
庫
小
樽
で
あ
っ
た
こ
と
も
幸
運

で
あ
っ
た
。
こ
の
曲
が
な
か
っ
た
ら
今
の

東
京
ロ
マ
ン
チ
カ
は
存
在
し
な
か
っ
た
と

思
う
、
と
話
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

池
田
充
男
は
、
鶴
岡
雅
義
と
共
に
小
樽

ふ
れ
あ
い
観
光
大
使
に
委
嘱
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
石
原
裕
次
郎
が
３
歳
か
ら
９
歳
ま

で（
昭
和
12
年
～
18
年
）
の
幼
少
期
を
過
ご

し
た
小
樽
に
、
平
成
３
年
７
月
、（
株
）石
原

裕
次
郎
記
念
館
が
開
館
さ
れ
た
が
、
池
田

の『
二
人
の
世
界
』
の
生
原
稿
も
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

池田充男の主な作品

★八代亜紀…池田が昭和46年にテイチクレコードの新人女

性歌手に出身地熊本県八代郡にちなんで“八代亜紀”と名付

けた。デビュー曲『愛は死んでも・赤坂はせつなくて』、『花

水仙』、『ふたりづれ』、『恋歌』、昭和52年度日本レコード大

賞最優秀歌唱賞ならびに放送音楽賞を受賞した『愛の終着

駅』、昭和53年度日本レコード大賞の放送音楽賞を受賞し

た『故郷へ』、『恋は火の川』を書いた。

★五大路子（新国劇女優）…池田は芦原みづほのペンネームを

用いて『むらさき式部』（作曲・小林亜星）。

★細川たかし…昭和54年に『ゆきずり』（作曲・森山慎也）、『ほ

たる草』（作曲・森山慎也）、『夜明けの出船』（作曲・伊藤

雪彦）。

★勝野洋…昭和56年に『幸福（しあわせ）になれよ』（作曲・鶴

岡雅義、編曲・竜崎孝路）。

★西田敏行…昭和61年に TBS 系テレビ放映のドラマ『泣いて

たまるか』の主題歌『人生ららばい』。

★キム・ヨンジャ…雪虫（北海道では10月に入ると雪虫が飛

び、その一週間後には決まったように初雪が降るので雪虫

といわれているらしい）を題材にして『北の雪虫』（作曲・

徳久広司）。

★山川豊…昭和59年に書いた『流氷子守歌』は、オホーツク

の海に生きる『男の歌』である。

　池田充男は、2,000曲に及ぶ天文学的な数字の歌を書

いてきた。歌手以外に俳優、力士、プロ野球選手が歌う

詩も書いた。その代表的作品の一部を挙げてみる。

➡『
小

樽

の

ひ

と

よ
』
発
売

間
も
な
い

こ
ろ
の
鶴

岡
雅
義
と

東
京
ロ
マ

ン
チ
カ
。

左
端
の
エ

レ

ク

ト

リ
ッ
ク
ギ

タ
ー
担
当
有
沢
幸
男（
現
在
は
音
楽

活
動
を
辞
め
て
い
る
）
が『
小
樽
の
ひ

と
よ
』
の
モ
デ
ル
の
恋
人
で
あ
っ
た
。

―

鶴
岡
雅
義
氏
提
供―

◆「岡田小学校」校歌の作詩者―池田充男―

　岡田小学校は、明治7年創立で136年の伝統があ

る。昭和42年3月の校歌・校訓制定に際して、同

校が母校でもある池田が校歌の作詩を担当し、作

曲は野崎真一（八代亜紀『愛の終着駅』の作曲者）で

あった。

　一方、池田が生まれた東猯穴町地内の一角に、

昭和62年4月1日に県立牛久栄進高等学校が“自主”

“剛健”“協和”を校訓に新設開校となった。同年8

月の校歌制定に当たり、池田が作詩を担当し、作

曲は吉田正であった。

★大月みやこ…昭和57年に芦原みづほのペンネームで、浪

花女の歌『大坂ふたりづれ』、昭和60年 TBS 系テレビ愛

の劇場『娘が愛した人は』の主題歌『かくれ宿』、平成4年

TBS 系全国ネット（CBC 制作）・ドラマ30（サーティ）～『許

されぬ唄』の主題歌で第34回日本レコード大賞受賞作の

『白い海峡』、藤田まさと賞受賞の『恋ものがたり』、『水

仙』、『月の海峡』、『ひとり語りの恋歌』を書いた。

★坂本冬美…NHK 総合テレビ番組『歌謡パレード89』のオリ

ジナル歌謡曲『艶花恋』（作曲・猪俣公章）。

★芹洋子…平成5年に NHK 新ラジオ歌謡の詩『ふるさと景

色』（作曲・手仕事屋きち兵衛）。

★テレビ出演…昭和62年に NHK テレビ札幌放送局番組部

から依頼され、『北の賛歌』に出演した。池田が『北海道に

魅かれる気持ちを存分に語る』番組だった。

★服部浩子…平成6年に『海峡わかれ町』を書く。同10年に

書いた『旅路の花』で作詩大賞受賞となった。

★香西かおり…香西かおりに初めて書いた作品『最北航路』で

平成17年度の作詩大賞と同19年度の藤田まさと賞を受賞

した。「藤田まさと賞」というのは素人の間ではあまり聞き

なれないが、「歌謡詩本流を守る」に最もふさわしい演歌作

品に毎年贈られていて、作詩家にとってはあこがれの賞で

ある。平成19年度の同賞制定委員長は星野哲郎である。

※さらに、渡哲也『ギターと旅びと』、菅原文太『吹き溜ま

りの詩（うた）』、美空ひばり『湯の宿』、島倉千代子『あな

たの小樽』、小林幸子『別離』、春日八郎『あゝさすらい』、

青江三奈『ぼやき』、北大路欣也『冬ざれ川』、杉良太郎『北

の女』、瀬川瑛子『夫婦つづり』、天童よしみ『夜明け』、

里見浩太朗『愛の行方』、石川さゆり『涙つづり』ほか数多

くの作品を書いている。
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◆「下根中学校」校歌の作詩者―板倉文雄―

　池田充男と中島清治は、共に板倉門下であ

る。昭和25年・26年・27年ごろに板倉が書い

た『泣くな片妻・泪の夜汽車』が作曲平川浪竜

（後に『岸壁の母』を作曲）、唄真木不二夫で大

ヒット。『悲しい酒』など数多くのヒット曲を

書いて作詩界の大御所だった石本美由起（平

成21年逝去）は若き日に「板倉文雄を胸中ひそ

かに生涯のライバルとしていた」という。板

倉は昭和57年開校の下根中学校校歌を作曲の

平川浪竜と書いている。

《
寄
稿
》

人
生
ふ
と
立
ち
止
ま
り―

池
田
充
男―

　

少
し
気
取
っ
た
題
に
な
る
が
、
年
を
重

ね
こ
こ
ま
で
生
き
て
き
て
、
ふ
と
立
ち
止

ま
り
周
囲
を
見
ま
わ
し
た
と
き
、
は
る
か

遠
い
、
ど
こ
か
、
う
そ
寒
い
空
に
突
き
当

た
り
、
そ
の
辺
り
で
こ
の
目
が
泳
ぐ
。
も

う
戻
る
こ
と
が
な
い
昔
を
振
り
返
る
の
は

仕
方
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。

　

私
、
池
田
の
作
詩
家
デ
ビ
ュ
ー
は
、
昭
和

29
年
テ
イ
チ
ク
レ
コ
ー
ド
９
月
新
譜『
心
の
十

字
路
』、
歌
手
は
後
の
ア
イ
・
ジ
ョ
ー
ジ
こ
と

黒
田
春
雄
と
い
う
新
人
だ
っ
た
。
以
来
、
明

け
て
も
暮
れ
て
も
ペ
ン
を
握
り
、
専
属
の
肩

書
き
が
勲
章
で
、
そ
れ
が
欲
し
さ
に
頑
張
っ

た
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
巡
り
合
っ
た
歌
手
た

ち
は
何
百
人
居
た
の
だ
ろ
う
。
作
曲
家
、
編

曲
家
の
先
生
方
し
か
り
。
ま
た
制
作
担
当
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
、
録
音
ミ
キ
サ
ー
も
数
知
れ
な
い
。

　

私
が
こ
れ
ま
で
書
い
て
き
た
約

２
０
０
０
曲
の
数
は
問
題
で
な
く
、
そ
の

時
々
に
命
を
燃
や
し
た
記
憶
が
鮮
明
に
残

る
。
う
た
書
き
に
行
き
詰
ま
っ
て
い
た
と

き
巡
り
合
っ
た
大
月
み
や
こ
さ
ん
、
な
ん

て
す
て
き
な
女
性
な
の
だ
ろ
う
と
目
を
見

は
っ
た
。
第
一
作
は『
大
坂
ふ
た
り
づ
れ
』

で
、
芦
原
み
づ
ほ
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
書
い

た
が
、『
白
い
海
峡
』で
第
34
回
日
本
レ
コ
ー

ド
大
賞
を
手
に
し
た
の
は
ず
う
っ
と
後
の

平
成
４
年
で
あ
る
。
打
ち
合
わ
せ
は
い
つ

も
彼
女
の
ご
自
宅
で
自
慢
の
料
理
が
お
い

し
い
。
西
田
敏
行
さ
ん
と
は
や
は
り
テ
レ

ビ
の
仕
事
だ
っ
た
。『
泣
い
て
た
ま
る
か
』主

題
歌『
人
生
ら
ら
ば
い
』
を
書
い
た
。
一
度

だ
け
ゴ
ル
フ
を
し
た
が
、
そ
の
と
き
サ
イ

ン
入
り
帽
子
を『
遊
び
だ
よ
…
』
と
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
た
が
、
そ
の
現
物
は
手
元
に
な

い
。『
ぼ
や
き
』の
青
江
三
奈
さ
ん
も
懐
か
し

い
。『
海
峡
わ
か
れ
町
』の
服
部
浩
子
ち
ゃ
ん

は『
旅
路
の
花
』
で
作
詩
大
賞
を
取
っ
て
く

れ
た
人
。
つ
い
先
日
20
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
い
た
が
し
と
や
か
な
女
性
に
な
っ

て
い
た
。
美
川
憲
一
さ
ん
、キ
ム
・
ヨ
ン
ジ
ャ

さ
ん
と
北
国
シ
リ
ー
ズ
を
完
成
さ
せ
た
が

ど
の
作
品
に
も
色
香
が
に
お
う
。『
ゆ
き
ず

り
』、『
ほ
た
る
草
』、『
夜
明
け
の
出
船
』の
細

川
た
か
し
さ
ん
、
そ
の
声
量
の
豊
か
さ
は

気
持
ち
が
良
い
。

　

一
曲
だ
け
で
も
仕
事
が
し
た
い
と
願
っ

て
い
た
香
西
か
お
り
さ
ん
、
そ
の
念
が
通

い『
最
北
航
路
』
を
書
い
た
が
、
文
化
放
送

音
楽
出
版
社
の
友
人
と
稚
内
か
ら
乗
っ
た

船
は
ク
イ
ー
ン
宗
谷
で
、
そ
の
船
中
で
広

告
の
裏
に
メ
モ
書
き
し
た
も
の
が
基
歌
に

な
っ
て
い
る
。
作
詩
大
賞
と
藤
田
ま
さ
と

賞
、
ダ
ブ
ル
受
賞
に
池
田
は
泣
い
た
。

　

思
い
付
く
ま
ま
に
長
々
と
書
い
て
き
た
。

し
か
し
こ
う
い
う
記
録
は
、
話
を
聞
き
取
っ

て
い
た
だ
い
た
方
が
よ
い
の
か
も
知
れ
な

い
。
先
日
、
歌
手
45
周
年
を
祝
う
会
を
開

い
た
五
木
ひ
ろ
し
さ
ん
は
、
ア
ル
バ
ム『
お

ん
な
の
絵
本
』
で
２
曲
ご
一
緒
し
た
。
そ

の
礼
儀
の
正
し
さ
に
頭
が
下
が
っ
た
。
ず

う
ー
っ
と
昔
私
が
八
代
亜
紀
を
書
い
て
い

た
こ
ろ
、
五
・
八
戦
争
な
ど
と
タ
イ
ト
ル
を

付
け
、
ど
ち
ら
が
先
に
レ
コ
ー
ド
大
賞
を

取
る
か
な
ど
と
週
刊
誌
は
書
い
た
も
の
だ

が
、
そ
れ
も
今
は
遠
い
昔
で
あ
る
。

　

歳
月
は
移
っ
て
、
あ
る
日
、
コ
ロ
ム
ビ

ア
制
作
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
か
ら
１
本
の
電

話
が
入
っ
た
。
船
村
徹
先
生
と
仕
事
を
し

�
在
り
し
日
の
板
倉
文
雄（
大
正
11
年（
１

９
２
２
年
）
～
平
成
元
年（
１
９
８
９

年
））。
岡
田
村
大
字
東
大
和
田（
現
東
大

和
田
町
）出
身
。

て
ほ
し
い
…
と
。
北
海
道
網
走
出
身
の
好

青
年
、
名
前
は
走
裕
介
と
い
う
。
久
々
に

池
田
は
命
を
絞
っ
た
。
デ
ビ
ュ
ー
作『
流
氷

の
駅
』
が
完
成
し
た
晩
、
制
作
船
村
組
は
、

先
生
の
お
ご
り
で
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
で
乾

杯
を
し
た
が
、
酒
も
飯
も
う
ま
か
っ
た

な
ァ
ー
。
そ
し
て
11
月
11
日
、
第
２
作『
呼よ
び

人と

駅え
き

』が
完
成
し
て
私
は
こ
の
原
稿
を
書
い

て
い
る
。

　

最
後
に
な
っ
て
書
き
し
る
し
て
お
き
た

い
も
の
は
？
と
自
問
自
答
し
て
、
紙
面
に

は
似
合
わ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
お
許
し

を
い
た
だ
き
た
い
。
永
年
連
れ
添
っ
て
き

た
配
偶
者
と
共
に
叙
勲
を
受
け
た
と
き
、

皇
居
前
庭
で
写
し
た
写
真
一
枚
は
、
わ
が

身
の
宝
物
で
す
。

平
成
21
年
11
月
15
日（
作
詩
家
）

�
香
西
か
お
り
が
歌
っ
た『
最
北
航
路（
日
本
作

詩
大
賞
・
藤
田
ま
さ
と
賞
受
賞
曲
）』で
の
稚
内

港
か
ら
利
尻
・
礼
文
島
取
材
中
の
池
田
充
男
。
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「
ひ
た
ち
野
リ
フ
レ
」利
用
ガ
イ
ド

　

４
月
１
日
に
、
ひ
た
ち
野
う
し
く
駅

東
口
に「
ひ
た
ち
野
リ
フ
レ
」が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に

役
立
つ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
新

し
い
拠
点
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
施
設
を
上
手
に
活
用

す
る
た
め
の
利
用
ガ
イ
ド
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

５
・
６
階

◆
リ
フ
レ
出
張
所

　

住
民
票
な
ど
の
各
種
証
明
書
発
行
や

総
合
案
内
、
リ
フ
レ
プ
ラ
ザ
の
予
約
受

け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

　

土
・
日
曜
日
も
開
い
て
い
ま
す
の
で
、

平
日
に
時
間
が
な
い
方
で
も
、
気
軽
に

利
用
が
で
き
ま
す
。

時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分（
祝
日
、
年
末
年
始
は
休
み
）

◆
図
書
カ
ウ
ン
タ
ー

　

事
前
に
予
約
し
た
本
の
貸
し
出
し
や

図
書
の
検
索
・
予
約
・
返
却
が
で
き
ま
す
。

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
祝
日
、

年
末
年
始
、
第
２
・
第
４
月
曜
日
、

蔵
書
点
検
期
間
は
休
み
）

◆
管
理（
盤
）室

　

施
設
内
の
備
品（
会
議
室
の
か
ぎ
や

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
な
ど
）
の
貸
し
出
し

業
務
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
９
時

（
年
末
年
始
は
休
み
）

共
通
問
い
合
わ
せ　

リ
フ
レ
出
張
所
・

図
書
カ
ウ
ン
タ
ー
・
管
理（
盤
）室
☎

８
７
８
・
５
２
１
１

◆
牛
久
ふ
れ
あ
い
保
育
園

　

０
歳
・
１
歳
児
の
保
育
を
行
っ
て
い

ま
す
。

時
間　

午
前
６
時
30
分
～
午
後
８
時

（
日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始
は
休
み
）

定
員　

20
人

問
い
合
わ
せ　

牛
久
ふ
れ
あ
い
保
育
園

☎
８
７
３
・
２
０
１
３
Ｆ
Ａ
Ｘ
８
７

３
・
２
０
３
２

１
階

◆
リ
フ
レ
プ
ラ
ザ

　

２
・
３
階
の「
リ
フ
レ
プ
ラ
ザ
」
は
、

休
憩
ロ
ビ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
絵
画
展
な
ど
、
市

民
の
交
流
の
場
と
し
て
使
用
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
９
時（
年
末

年
始
は
休
み
）

利
用
方
法　

リ
フ
レ
プ
ラ
ザ
を
催
事
な

ど
で
使
用
す
る
方
は
、
事
前
に
予
約

が
必
要
で
す
。
リ
フ
レ
出
張
所
窓
口

で
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
料
金
な
ど
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
管
財
課
☎
内
線
１
０

２
１
～
１
０
２
２

４
階

◆
会
議
室

　

４
階
は
、行
政
区
の
皆
さ
ん
や
団
体
・

グ
ル
ー
プ
の
方
が
利
用
可
能
な
会
議
室

と
な
っ
て
い
ま
す
。

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
９
時（
年
末

年
始
は
休
み
）

予
約
方
法　

１
カ
月
前
か
ら
予
約
で
き

ま
す
。

最
大
収
容
人
数　

第
１
会
議
室（
１
０

８
人
）、
第
３
会
議
室（
30
人
）、
第

４
会
議
室（
30
人
）※
第
２
会
議
室
は

貸
し
出
し
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

市
管
財
課
☎
内
線
１
０

２
１
～
１
０
２
２

　

５
・
６
階
は
、
貸
し
テ
ナ
ン
ト
事
務

所
に
な
っ
て
い
ま
す
。
事
務
所
か
ら
の

家
賃
収
入
な
ど
が
、
ひ
た
ち
野
リ
フ
レ

の
維
持
管
理
費
と
し
て
活
用
さ
れ
ま

す
。
※
現
在
、
民
間
企
業
が
入
居
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
管
財
課
☎
内
線
１
０

２
１
～
１
０
２
２

※
施
設
の
一
般
利
用
者
専
用
駐
車
場

（
96
台
）が
隣
接
し
て
あ
り
ま
す
。

※
そ
の
ほ
か
、「
ひ
た
ち
野
リ
フ
レ
」
に

関
す
る
ご
不
明
な
点
な
ど
は
、
市
管

財
課（
☎
内
線
１
０
２
１
～
１
０
２

２
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

２
・
３
階
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1階

1階には、各種証明書の発行を受

けられる「リフレ出張所」や「図書カウ

ンター」、0歳・1歳児の認可保育園「牛

久ふれあい保育園」があります。

2階

3階

4階

リフレプラザ2階は、イベントス

ペースや休憩ロビーなど、訪れた方

の憩いのスペースとして活用されま

す。

4階の「会議室」は、地域の集まり

や各種サークルなどでご活用くださ

い。事前に、市役所へ予約が必要と

なります。

ひたち野リフレ案内図

リフレプラザ3階は、吹き抜けの

ある開放的な造りになっています。

ギャラリーやイベントスペースなど

として利用できます。

リフレプラザ3階リフレ出張所 (1階） リフレプラザ2階と3階
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保健
センター

通信

市健康管理課（保健センター）

☎内線1742～1744

保健
市健康管理課（保健センター）

がん検診を

　受けましょう
～シリーズ① 乳がんについて～

　

医
学
が
進
歩
し
た
現
代
で
も
、
が
ん

は
ま
だ
ま
だ
未
知
の
病
気
で
す
。
日
本

人
の
２
人
に
１
人
は
が
ん
に
な
り
、
３

人
に
１
人
は
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。
が
ん
は
身
近
な
病
気
で
あ
り
、
も

う
す
で
に
あ
な
た
の
体
の
中
で
が
ん
細

胞
が
増
殖
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
部
位
別
の
が
ん
罹り

か

ん患
数
で
は
、
男

性
で
は
胃
が
ん
・
女
性
で
は
乳
が
ん
が

第
１
位
と
な
っ
て
お
り
、
女
性
の
も
う

一
つ
の
が
ん
で
あ
る
子
宮
が
ん
の
罹
患

率
が
減
少
し
て
い
る
一
方
で
、
乳
が
ん

は
毎
年
増
加
し
て
い
る
の
が
特
徴
で

す
。
で
は
、
な
ぜ
今
、
乳
が
ん
が
増
え

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

○ 

経
口
避
妊
薬（
ピ
ル
）を
使
用
し
て
い

る
○ 

ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法
を
受
け
た
こ
と

が
あ
る

○
お
酒
や
た
ば
こ
が
好
き

○ 

肉
類
や
乳
製
品
を
よ
く
食
べ
る

○ 

運
動
を
あ
ま
り
し
な
い

○ 

出
産
経
験
や
授
乳
歴
が
な
い

○ 

初
経
年
齢
が
早
く
、
閉
経
年
齢
が
遅
い

　

も
と
も
と
欧
米
人
に
多
か
っ
た
乳
が

ん
が
日
本
人
の
間
で
も
急
増
し
て
い

る
背
景
に
は
、
食
生
活
の
変
化（
脂
肪

分
の
多
い
食
事
）
や
晩
婚
化
、
少
子
化

な
ど
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
と
共

に
、
女
性
の
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
が
変

わ
っ
て
き
た
こ
と
が
要
因
と
し
て
あ
り

ま
す
。
乳
が
ん
の
好
発
年
齢
は
40
歳
か

ら
50
歳
代
に
か
け
て
で
す
が
、
30
歳
を

過
ぎ
た
ら
乳
が
ん
検
診
を
す
る
の
が
望

ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

○ 

乳
房
の
し
こ
り

○
乳
房
の
え
く
ぼ
、
へ
こ
み
や
皮
膚
の

変
化

○ 

皮
膚
の
た
だ
れ

○
わ
き
の
下
の
リ
ン
パ
節
の
は
れ

○ 

腕
の
む
く
み
や
し
び
れ

　

「
し
こ
り
」イ
コ
ー
ル「
乳
が
ん
」で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
乳
腺
症
や
乳
腺
腺
維
腺

腫
な
ど
の
よ
う
に
乳
が
ん
以
外
に
も
、

し
こ
り
が
で
き
る
良
性
の
疾
患
が
あ
り

ま
す
。
胸
に
し
こ
り
を
感
じ
て
も
慌
て

る
こ
と
な
く
、
専
門
医
が
い
る「
乳
腺

外
科
」
や「
乳
腺
科
」
な
ど
の
乳
腺
外
来

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

○
ま
ず
は
自
分
の
目
で
チ
ェ
ッ
ク
！

　

両
方
の
腕
を
下
げ
た
状
態
、
上
げ
た

状
態
で
、
そ
れ
ぞ
れ
正
面
、
側
面
、

斜
め
か
ら
鏡
の
前
で
見
て
み
ま
す
。

○ 

次
に
自
分
で
触
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
！

　

何
本
か
の
指
を
そ
ろ
え
、
指
の
腹
を

使
っ
て
満
遍
な
く
乳
房
全
体
を
触
り

ま
す
。

◇
こ
ん
な
人
が
か
か
り
や
す
い

◇
ど
ん
な
症
状
が
で
ま
す
か

◇
乳
が
ん
は
自
分
で
見
つ
け
ら
れ
ま
す

しわやえくぼ

乳頭・皮膚の変色

乳頭の引っ込み

皮膚の引きつれ

人さし指と中指を

交互に小刻みに動

かして行います。

難しければ、中3

本指の腹で円を描

くようにゆっくり

と行います。

触る範囲
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＜医療機関検診＞

検査項目・費用 医療機関名 マンモ エコー

エコー検査

　1,000円

牛久愛和総合病院 ● ●

つくばセントラル病院 ● ●

牛尾病院 ● ●
マンモグラフィ検査

　40歳代：1,300円

　50歳以上：1,000円

椎名産婦人科 ●

はなみずきクリニック ●

上柏田クリニック ●

＜集団検診＞

検査項目・費用 会場・日程

エコー検査

　1,000円
市保健センター

平成23年2月8日（火）

・9日（水）・10日（木）

マンモグラフィ検査

　40歳代：1,500円

　50歳以上：1,000円

★どんな検診を受けるといいのか…

牛久市の乳がん検診体制
　市の乳がん検診受診率は、国の目指す50％には程遠く、昨年度は7.28％でここ数年横ばいとなっ

ています。がんは早期発見であればほとんどが完治する時代です。たった数分の検診を1～2年に1回

受けることは、そんなに難しいことでしょうか。その数分であなたの人生が変わるかもしれません。

あなたのために、あなたの家族のために検診を受けるようにしましょう。

検査項目 対象 検査内容

エコー検査 30歳～56歳の方

年に1回受診。乳腺の発達している年齢層が対象となります。超音

波を当てその反射で内部の様子を見ます。痛みはまったくなく、体

に無害ですので安心して受けることができます。

マンモグラフィ

検査
40歳以上の方

2年に1回受診。乳房専用のエックス線撮影装置を使用して、乳房を圧

迫し平らにして撮影しますので、多少の痛みを伴います。初期の乳が

ん症状である「石灰化」を鮮明に写し出せる点で大変優れています。若

年の方などは非常に乳腺濃度が濃く不均一のため、エコー検査を併用

して、見落としを防ぐことになっています。また、40歳代は好発年齢

なので、2方向を撮影しています。被ばく量は、海外旅行で飛行機に乗

るときの自然放射と同量ですので、2年に1回であれば心配ありません。

○医療機関検診か集団検診のどちらか一方を選択して受診となります。

　【医療機関検診】…4月12日（月）から申し込み受け付けを開始します。新規の方はお申し込みください。

　【集団検診】…9月1日（水）から申し込み受け付けを開始します。

○受診のための利用券郵送対象者…下記の方は申し込み不要です。5月上旬の送付をお待ちください。

　　①平成20・21年度受診されて結果が「異常なし」の方

　　②今年度、30歳・40歳を迎える方

○	

最
後
は
横
に
な
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
！

　

あ
お
む
け
に
寝
て
、
腕
を
上
げ
て
指

の
腹
を
使
っ
て
乳
房
全
体
と
わ
き
の

下
ま
で
念
入
り
に
調
べ
ま
す
。

　

乳
が
ん
は
唯
一
自
分
で
見
つ
け
る
こ

と
の
で
き
る
が
ん
で
す
。
自
己
検
診
を

定
期
的
に
す
る
こ
と
で
発
見
率
は
格
段

に
上
が
り
ま
す
。
生
理
の
直
前
や
生

理
中
は
、
乳
腺
が
張
っ
て
し
こ
り
と
間

違
い
や
す
い
た
め
、
生
理
開
始
後
１
週

間
ご
ろ
が
適
切
な
時
期
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
閉
経
後
の
人
は
、
毎
月
決
ま
っ
た

日
に
行
う
と
良
い
で
し
ょ
う
。し
か
し
、

早
期
の
が
ん
は
触
っ
て
も
分
か
り
ま
せ

ん
。
早
期
発
見
に
は
、
や
は
り
が
ん
検

診
が
有
効
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
健
康
管
理
課（
市
保

健
セ
ン
タ
ー
）☎
内
線
１
７
４
２
～
１

７
４
４

水平に寝て背中にまくらを入れ、乳

房を平らにし、乳房の内・外側、わ

きの下の方まで満遍なく手で触って

調べます。
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今月の行事予定 ＜場所：市中央図書館＞

◆映画上映会◆　4月18日（日）午後2時

　『トゥルー・クライム（洋画・字幕版）』

◆牛久おもちゃ病院◆4月18日（日）午前10時～正午

＊おはなしよんで…毎週水曜日午後2時

＊おはなし会…毎週土曜日午後2時

＊おはなしとんとん…毎月第2日曜日午前11時

＊うさちゃんきいて…毎月第3金曜日午前10時30分

今月の休館日

　全館休館日…4月12日（月）・26日（月）

　リフレ図書カウンターのみ休館日…4月29日（木・祝）

としょかん
■市中央図書館　☎871-1400 午前9時～午後9時

■エスカード分館☎874-3132 午前10時～午後7時

■奥野生涯学習センター図書室☎875-1133 午前9時～午後5時

■三日月橋生涯学習センター図書室☎874-1340 午前9時～午後5時ホームページ http://library.city.ushiku.ibaraki.jp/

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
試
験
導
入
し
ま
す

　

こ
れ
ま
で
、
映
像
資
料
は
ビ
デ
オ
・

レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
で
提
供
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
後
Ｄ
Ｖ
Ｄ
へ
の
切
り
替
え
を
念

頭
に
、
４
月
か
ら
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
館
内
視
聴（
貸

し
出
し
は
行
い
ま
せ
ん
）を
開
始
し
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
新
し
い
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
47
点
入

り
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
試
験
導
入
の
た
め
本
編
再
生
の
み

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
特
典
映
像
や

付
録
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
視
聴
は
で
き
ま
せ
ん
。

「
リ
フ
レ
図
書
カ
ウ
ン
タ
ー
」

オ
ー
プ
ン
！

　

ひ
た
ち
野
う
し
く
駅
前
の
施
設「
ひ
た
ち

野
リ
フ
レ
」に
、
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
ポ
イ

ン
ト
が
で
き
ま
し
た
。
な
お
、
こ
ち
ら
で
は

本
な
ど
の
資
料
は
置
い
て
い
ま
せ
ん
。ま
た
、

Ｃ
Ｄ
の
貸
し
出
し
・
返
却
も
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。
サ
ー
ビ
ス
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、
今

月
号
の
10
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
中
央
図
書
館
☎
８
７

１
・
１
４
０
０

新
し
い
Ｃ
Ｄ
が
入
り
ま
し
た

　

Ｃ
Ｄ
64
点
が
入
り
ま
し
た
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
貸
出
点

数
は
１
人
３
点
ま
で
で
す
。

上半期映画上映会・
ナイトシアター予定表

場　所　市中央図書館視聴覚室（2階）

入場料　無料※受け付け不要。

●映画上映会（午後2時～）

～毎月第3日曜日は映画会の日～

上映日 上映作品
4月18日（日）トゥルー・クライム（洋画・字幕版）
5月16日（日）ブタがいた教室（邦画）
6月20日（日）こま撮りえいが　こまねこ（アニメ）
7月18日（日）ふしぎの国のアリス（アニメ）

8月15日（日）
「少年 H」が見た戦争（アニメ）

星の王子さま（アニメ）
9月19日（日）PiPi とべないホタル（アニメ）

●ナイトシアター（午後6時～※15歳以下の方は保護者同伴。）

～ナイトシアターでお逢いしましょう～

上映日 上映作品
4月23日（金）黒いオルフェ（洋画・字幕版）
5月 7日（金）遠き落日（邦画）
5月21日（金）ラストサムライ（洋画・字幕版）

購入雑誌変更のお知らせ
　平成22年度購入雑誌の見直しに伴い、次のと

おり一部変更しました。

【新規購入（8誌）】※所蔵はすべて中央図書館です。

・『小説現代』（講談社）

・『月刊日本語』（アルク）

・『趣味の園芸』（日本放送出版協会）

・『すてきにハンドメイド』（日本放送出版協会）

・『ｅｄｕ（エデュー）』（小学館）

・『たまごクラブ』（ベネッセ）

・『ひよこクラブ』（ベネッセ）

・『はっぴーママ（東京ベイ・千葉版）』（明光企画）

【購入中止（4誌）】

・『新潮』（新潮社）

・『園芸ガイド』（主婦の友社）

・『ｐｒｅ－ｍｏ』（主婦の友社）

・『ｂａｂｙ－ｍｏ』（主婦の友社）

【休刊（3誌）】

・『おしゃれ工房』（日本放送出版協会）

・『すくすく子育て』（日本放送出版協会）

・『日経ｋｉｄｓ＋』（日経ホーム出版社）

2010年は

“国民読書年”です

キャッチフレーズ

「じゃあ、読もう。」
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再
び
芋
銭
を
考
え
る
⑰

　

芋
銭
の
作
品
中
に
は
、
画が

さ

ん賛
と
い
わ
れ
る
も
の
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。
あ
る
も
の
は
５
〜
６
文
字
、
ま
た
、
あ
る

も
の
は
画
面
全
体
に
及
ん
だ
り
と
多
様
で
す
。
画
賛
に
は

長
短
に
差
こ
そ
あ
り
ま
す
が
、
詳
細
に
調
査
を
し
て
み
る

と
、
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
何
ら
か
の
典
拠
が
あ
り
ま
す
。

画
賛
を
そ
の
ま
ま
解
釈
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
典
拠
を
追

い
求
め
て
絵
画
の
裏
側
に
ま
で
迫
っ
て
み
る
か
、
い
ま
、

一
つ
の
作
品
を
例
に
記
し
て
み
ま
す
。

　

画
面
に
は
、「
風ふ

う
ら
い
ま
ん
ろ
か
ぐ
わ
し

来
満
路
香
」
と
い
う
画
賛
と
、
一
人
の
女
性
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
画
賛
は
、中
国
の
書
籍
の「
寒
山
詩
」と
い
う
も
の
の
中
に
あ
り
ま
す
。「
群

女
戯
夕
陽　

風
来
満
路
香
」
画
賛
の
意
味
は
、「
一
群
の
乙
女
た
ち
が
夕
日
の
中
で

遊
び
戯
れ
て
い
る
。
そ
こ
へ
風
が
吹
い
て
く
る
と
、
そ
の
香
り
が
道
い
っ
ぱ
い
に

漂
っ
て
く
る
」
と
な
り
ま
す
。
芋
銭
の
絵
画
を
、
こ
の
と
お
り
に
解
釈
す
る
と
す

れ
ば
、
芋
銭
の
作
品
中
で
は
、
極
め
て
異
色
な
画
題
に
な
り
ま
す
。

　

で
も
、
実
は
こ
の
画
賛
と
な
っ
た
寒
山
詩
に
は
、
ま
だ
続
き
が
あ
る
の
で
す
。「
為

観
失
道
者　

鬢
白
心
徨
徨
」こ
こ
の
部
分
の
意
味
は
、「
お
目
に
と
ど
め
ら
れ
よ
、
こ

こ
に
一
人
道
に
迷
っ
た
者
が
い
る
。
そ
の
ひ
げ
は
す
で
に
白
く
、
心
は
徨
徨
と
し

て
安
き
を
得
な
い
」と
な
り
ま
す
。
芋
銭
の
作
品
中

の
印
章
か
ら
、
最
晩
年（
昭
和
12
年
）
に
制
作
さ
れ

た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

路
上
に
戯
れ
る
香
し
く
若
い
女
性
を
描
き
な
が

ら
、
実
は
、
芋
銭
は
、
老
い
て
な
お
道
に
迷
う
者（
つ

ま
り
芋
銭
自
身
）を
表
現
し
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と

考
え
ま
す
。

　

一
つ
の
例
を
取
り
ま
し
た
が
、
芋
銭
の
作
品
の
複

雑
さ
、
面
白
さ
は
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
も
あ
り
ま
す
。

小
川
芋
銭
研
究
セ
ン
タ
ー　
　

北
畠
健

画聖
小川芋銭

画賛「風来満路香」

「
第
９
回
こ
ど
も
と
し
ょ
か
ん
ま
つ
り
」に
き
て
ね
！

日
時　

４
月
25
日（
日
）午
前
９
時
～
午
後
４
時　

場
所　

市
中
央
図
書
館

　

※
当
日
は
午
後
５
時
ま
で
、
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
の
視
聴
、
学
習
室
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
前
日
は
準
備
の
た
め
、
学
習
室（
第
２
・
第
３
部
）

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

《
特
別
企
画
～
広
が
れ
！
牛
久
の
う
ち
ど
く
～
》

「
う
ち
ど
く（
家
読
）」と
は
…
家
族
み
ん
な
で
同
じ
本
を
読
み
、
読
ん
だ
本
に
つ

い
て
話
を
す
る
新
し
い
読
書
ス
タ
イ
ル
で
す
。
難
し
い
ル
ー
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
。

家
族
み
ん
な
で
同
じ
本
を
読
む
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
読
書
の
習
慣
を
共
有
化

し
、
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
い
う
試
み
で
す
。

★
う
ち
ど
く
体
験
発
表
会（
午
後
１
時
～
）…
う
ち
ど
く
を
行
っ
て
い
る
ご
家
族
が
、

う
ち
ど
く
の
様
子
や
感
想
を
発
表
し
ま
す
。
キ
ュ
ー
ち
ゃ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
も
登
場
！

★
う
ち
ど
く
講
演
会「
う
ち
ど
く（
家
読
）で
読
み
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
～
読
書
で
家
族

の
絆

き
ず
な

を
深
め
る
～
」（
午
後
２
時
15
分
～
）…
今
、
全
国
で
も
注
目
さ
れ
て
い

る「
う
ち
ど
く
」の
魅
力
や
楽
し
み
方
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。

講
師　

佐さ
が
わ
つ
ぐ
す
け

川
二
亮
氏（
家
読
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
・
朝
の
読
書
推
進
協
議
会
顧
問
）

《
１
階
》

★
し
か
け
絵
本
の
コ
ー
ナ
ー

◎
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
リ
ー
ブ
ル
の
会
主
催

★
カ
ブ
ト
を
折
っ
て
か
ぶ
っ
て
み
よ
う
！

★
休
憩
所
で
紙
芝
居
と
木
琴
を
楽
し
も
う
！

《
２
階
》

★
う
さ
ち
ゃ
ん
き
い
て（
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
う
さ
ち
ゃ
ん
き

い
て
）…
午
前
10
時
30
分
～
11
時

★
お
は
な
し
会
ス
ペ
シ
ャ
ル（
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
は
な
し

と
ん
と
ん
）…
午
前
11
時
15
分
～
午
後
０
時
15
分

★
ぼ
く
の
♪
わ
た
し
の
♪
し
ら
べ
学
習

★
よ
ろ
い
と
い
っ
し
ょ
に
さ
つ
え
い
会
…
本
物
の
よ
ろ
い
・
か

ぶ
と
と
い
っ
し
ょ
に
、
写
真
を
撮
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
よ
！

第52回こどもの読書週間

4月23日（金）～5月12日（水）

標語「たんけんしたいな本の森」

としょかん
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　　新
牛久ごみ
ニュース

私
た
ち
の
ご
み
は「
出
し
方
に
ル
ー
ル
」が
あ
り
ま
す

問い合わせ　市廃棄物対策課☎内線1571

☆
ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
！

　

ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
は
そ
れ
ぞ
れ
の
市

町
村
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
牛
久
市
で
は

「
燃
え
る
ご
み
」「
燃
え
な
い
ご
み
」「
白

※指定袋以外で出されたものは収集しませんのでご注意ください。

色
ト
レ
イ
・
白
色
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
」「
粗

大
ご
み
」「
資
源
物
」の
５
分
類
に
区
分
し

て
い
ま
す
。

　

特
に
資
源
物
は
①
新
聞
②
雑
誌（
そ
の

他
の
紙
）
③
段
ボ
ー
ル
④
牛
乳
パ
ッ
ク
類

⑤
古
着
、
古
布
⑥
缶
類
⑦
び
ん
類
⑧
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
類
⑨
木
く
ず
類
⑩
陶
磁
器
の
10

分
別
に
改
定
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
お

よ
び
ご
み
の
削
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
、
ご
み
の
分
別
を
徹
底
す
る

こ
と
で
、
家
庭
か
ら
出
る
燃
え
る
ご
み
の

量
を
約
16
％
（
約
２
７
０
０
ト
ン
）
も
減

ら
し
、
資
源
物
も
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
こ
と
が
実
践
で
き
る
と
、
ご
み

の
量
だ
け
で
な
く
処
理
コ
ス
ト
や
Ｃ
Ｏ
２

（
二
酸
化
炭
素
）の
削
減
な
ど
、
環
境
を
守

る
行
動
に
つ
な
が
り
ま
す
。

☆
家
庭
か
ら
出
る
大
量
の
ご
み
を
牛
久
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
直
接
持
ち
込
む
に
は
？

　

ご
み
の
搬
入
に
は「
エ
コ
カ
ー
ド
」
が

必
要
に
な
り
ま
す
。「
エ
コ
カ
ー
ド
」
は
牛

久
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
発
行
し
ま
す
の

で
、
牛
久
市
民
で
あ
る
こ
と
が
証
明
で
き

る
身
分
証（
運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
・

社
員
証
・
学
生
証
な
ど
）を
ご
持
参
の
上
、

牛
久
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
１
階
事
務
所
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
月
～
土
曜
日
の
午
前
８
時
45
分
～
午

後
４
時
30
分（
日
曜
日
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
、
年
末
年
始
は
持
ち
込
め

ま
せ
ん
）に
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

種別 ごみの出し方ルール

燃えるごみ

【週2回：Ａ地区…火・金曜日、Ｂ地区…月・木曜日】

・台所のごみ（生ごみは水気を切ってください）

・資源にならないプラスチック類（シャンプー・洗剤の

容器、歯磨き粉のチューブ、プリンの容器など）

・靴・革類（かばん、靴などに付いている金具は、外せ

るだけ外して、燃えないごみでお出しください）

・資源にならない紙類（紙おむつ（汚物はトイレに流し

てください）、カーボン紙、感熱紙、ティッシュなど）

・ビデオ・カセットテープ・ＣＤ（燃えるごみで出して

ください）

※布団・カーペットは、１ｍ以下に畳んでひもで縛り、

雨天時以外にお出しください）

燃えないごみ

【週1回：Ａ地区…水曜日、Ｂ地区…土曜日】

・資源物以外の金属類（なべ、やかん、フライパンなど）

※使い切ってから出すもの（薬品の入った缶、カセット

ボンベ、スプレー缶、ライターなど）　

・資源物にならないガラス類（鏡、クリスタル、窓ガラス、

耐熱ガラス、蛍光灯、コップ、電球など）

・資源物にならない陶磁器（食器以外のもの（素鉢、植

木鉢、灰皿、花瓶など））

・小型電気製品（ラジオ、ドライヤー、電卓、カメラなど）

※傘は束ねて縛って出してください、蛍光灯は購入時

の箱に入れて出してください。

※可燃性ガスが入っているボンベ・スプレー缶を使い切

らずに捨てることが原因で、収集車両の火災が発生し

ています。必ず中身は使い切ってからお出しください。

※刃物や割れたガラスなどの危険物は、新聞紙に包み、

内容を明記し指定袋で出してください。

白色トレイ

・

白色発泡

スチロール

（旧プラスチックごみ）

【週1回：Ａ地区…水曜日、Ｂ地区…土曜日】

・資源化している白色トレイ・白色発泡スチロールは、

トレイ型・箱型・こん包材型・網型で白色のものに

限ります（よくすすいで出してください）。そのほか

のプラスチック容器などは燃えるごみでお出しくだ

さい（スーパーなどの店舗回収もご利用ください）。

粗大ごみ

　牛久クリーンセンターへ直接持ち込むか、有料での

戸別収集（予約制）になります。詳しくは「牛久市暮らし

の便利帳」56ページ、「平成22年度ごみのルール分別表」

または市廃棄物対策課ホームページをご覧ください。

ごみの収集日の午前8時までに
ごみを出してください。
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太陽光発電システム契約のトラブル
＜相談＞訪問販売で「電気を電力会社に買い取ってもらえるので、月々の支

払いは相殺され、実質負担は今までと同じ電気料金だけでいい」と説明を受

け、太陽光発電システムを15年の分割払いで契約した。契約から数カ月経過

したが、電力会社に買い取ってもらえる電気料金が担当者の説明と大きく食

い違いがあり納得がいかず、解約したい。

　太陽光発電システムは消費者の環境意識の高まり、補助金制度や余剰電力の買い取り制度により普及

が進むに伴い、トラブルが増加していますので注意が必要です。

＜トラブルにならないためには＞

　①複数の見積もりを取り、納得できる事業者と契約する。

　　補助金が支払われるといっても、負担は残ります。キャンペーン価格として値引きをしたり、家電製

品などを付けたりすることで、サービスを強調し勧誘する場合もありますが、冷静に検討しましょう。

　②補助金、発電量、売電量などについて自分でも情報を集める。

　　事業者の説明をうのみにせず、補助金が受けられる条件、発電量、売電量の目安などの情報収

集をする。また分割手数料についても考慮する。

　トラブルにあったら消費生活センターにご相談ください。

相談日：月・水・金曜日（午前9時～午後4時）

問い合わせ　牛久市消費生活センター☎830-8802FAX830-8803

第2回うしく菜の花まつり開催!
　昨年4月に井ノ岡町カ

ントリーライン沿いの畑

で開催された「うしく菜

の花まつり」。農業者の

代表で組織する牛久市近代農業促進協議会（塩澤明

裕会長）が力を合わせ再生した農地に、今年も菜の

花が咲きそろいます。昨年は菜の花摘みや軽トラ市

が好評でした。また地元自治会の方たちが振る舞う

とん汁や地元の名店の参加もあり、春のイベントにふさわしいにぎやかなお祭りとなりました。

　今年も井ノ岡町カントリーライン沿いの畑で、4月17日（土）、18日（日）の午前10時から午後

3時、開花に合わせて楽しい企画を準備中。たくさんの方のご来場をお待ちしています。

　また、この菜の花から搾った油は、今年も市内の学校給食に使われる予定です。その廃油が

市の公用車などの燃料になるのです。小さな黄色の花をたくさん付けるかわいらしい菜の花。

そんな菜の花が「農」から「食」、そして「環境負荷」までをつなぐ重要な役目を果たしています。

このように、牛久市バイオマスタウン構想の目指す地域循環サイクルが築かれつつあります。

問い合わせ　市農業政策課☎内線1521～1522

～うしくスタイル～

みんなの
農 業
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平成22年度狂犬病予防定期集合注射

どの会場でも受けられます

　平成22年度の狂犬病予防定期集合注射を4月10日（土）から25日（日）の期間

内で、下記の日程表のとおり実施します。

※生後91日以上の犬は、狂犬病予防法により登録および狂犬病予防注射の接

種が義務付けられています。

◎引き続き同じ犬を飼う場合（登録済み）

【継続料金　3,300円】

　継続して、同じ犬を飼っている方には、｢犬の

登録・予防注射済票交付申請書｣（はがきに

と印字）を3月下旬に送付しました。なお、送

付済みの“はがき”は、定期集合注射の会場に必

ず持参してください。

≪集合注射会場における料金内訳≫

　狂犬病予防注射料金　　　　　　　2,900円

　狂犬病予防注射済票交付手数料　　  400円

　合　　計　　　　　　　　　　　　3,300円

※“はがき”に記載されている飼い犬が、すでに

死亡している場合や飼い主に変更があった場

合には、市に届け出が必要となります。

※今回の定期集合注射会場で、予防注射が受け

られない場合は、最寄りの動物病院で受ける

ことができます。注射料金などは、あらかじ

め注射を受ける動物病院にお問い合わせくだ

さい。

◎新しく犬を飼う場合（登録）

【新規料金　5,300円】

　生後91日以上の犬を新しく飼う場合には、

犬の登録と狂犬病予防注射の接種が必要となり

ます。

≪集合注射会場における料金内訳≫

　犬の新規登録手数料　　　　　　　2,000円

　狂犬病予防注射料金　　　　　　　2,900円

　狂犬病予防注射済票交付手数料　　  400円

　合　　計　　　　　　　　　　　　5,300円

※送付された“はがき”の記載内容が異なる場合

には、赤字で修正し持参してください。

※定期集合注射時の注射済票交付手数料領収証

書は、牛久市狂犬病予防事務施行細則第9条

の規定により、注射済票の交付をもって代え

させていただきますので、ご了承ください。

※市内にある動物病院でも、飼い犬の登録と狂

犬病予防注射済票の交付が受けられます。 問い合わせ　市環境政策課☎内線1561～1563

定期集合注射実施場所・実施時間

４
月
10
日（
土
）

みどり野第1児童公園
（南4丁目）
9:00～10:00

向台
自治会館前
10:10～11:00

旧本町第2区
集会所前

11:10～11:50
柏田第1児童公園

（上柏田2丁目）
13:00～13:30

柏田第3児童公園
（上柏田4丁目）
13:40～14:10

市保健センター
前駐車場

14:20～15:50

４
月
11
日（
日
）

刈谷第4児童公園
（刈谷町4丁目）

9:00～9:40

刈谷中央公園
（刈谷町2丁目）
9:50～10:30

つつじが丘
南公園

10:40～11:00

第2つつじが丘
第3公園

11：10～11:50
新地・弘化新田

集会所前
13:00～13:20

三日月橋生涯学習
センター前
13:30～14:00

城中
区民会館前
14:10～14:30

上町保育園
駐車場

14:40～15:40

４
月
17
日（
土
）

ひたち野西近隣公園
（広場東側）
9:00～9:50

北部
区民会館前
10:00～10:50

下根ヶ丘
会館前

11:00～11:50
上池台
会館前

13:00～13:30

第八岡見
自治会館前
13:40～14:10

岡部
公会堂前

14:20～14:50

旧小坂団地
区民会館跡地
15:00～15:40

４
月
18
日（
日
）

小坂ふるさと
コミュニティセンター下
9:00～9:20

正直
公会堂下

9:30～9:50

島田
公会堂前

10:00～10:30

奥原
公会堂前

10:40～11:10
奥原

婦人ホーム前
11:20～11:50

井ノ岡
浄妙寺前

13:10～13:30

桂
区民会館前
13:40～14:10

久野
公会堂前

14:20～14:40
奥野生涯学習
センター前

14:50～15:40

４
月
21
日（
水
）

奥野生涯学習
センター前
9:00～9:30

小坂第1
児童公園

9:40～10:30

牛久運動公園
（第1駐車場）
10:50～11:50

栄町グラウンド
駐車場

13:00～13:40

第2つつじが丘
第3公園

14:00～14:20

刈谷中央公園
( 刈谷町2丁目）
14:30～14:50

みどり野第1児童公園
（南4丁目）
15:00～15:50

４
月
24
日（
土
）

岡見会館前
9:00～9:20

東岡見
自治会館前
9:30～9:50

上太田会館前
10:00～10:20

女化
青年研修所前
10:30～11:20

成井
公会堂前

11:30～11:50

女化西
区民会館前
13:00～14:00

栄町
区民会館前
14:10～14:40

栄町中央公園
（栄町3丁目）
14:50～15:30

４
月
25
日（
日
）

神谷二区区民会館前
（田宮2丁目）

9:00～9:40

田宮
区民会館前
9:50～10:20

一厚
公民館前

10:30～11:00

むつみ
会館前

11:10～11:50
栄町保育園

駐車場
13:00～13:50

市保健センター
前駐車場

14:00～15:30

★雨天の場合でも実施します。
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犬の「鑑札」「注射済票」が

小さくなりました！
牛久の
わんこ

　小型犬の増加や、犬への付けやすさを考えて、

コンパクトで付けやすい物に替わりました。県内で

の迷い犬の返還率は1.6％です。迷い犬の数を減ら

すため、鑑札、注射済票を犬の首輪に付けるよう

にしましょう！

　さらに、連絡先（電話番号など）が入っていると、

見つかる確率が高くなります。

吉田家（さくら台）の

笑 (niko) ちゃん

（雑種 / メス /1歳5カ月）

　NPO 法人ポチたま会

の譲渡会で、一目ぼれ！

吉田家の家族になりまし

た。スリッパや革靴をい

たずらするのが大好きな

おてんばさんです。笑

ちゃんも家族だから、き

ちんと登録し、狂犬病の

予防注射をしています。

※あなたとワンちゃんの

エピソードを聞かせて

ください！

※掲載希望の方は市環境政策課まで。

ドッグラン施設「ツインギー・アンド・パラダイス」の
市民の無料利用日が月3日に増えました

　市では、民間ドッグラン施設「ツインギー・アンド・パラダイス」と

連携し、昨年7月から毎月1回、市民の無料利用日を設けていますが、

施設の協力により今年4月から無料利用日が月3回に増えました。ただ

し、利用料以外の実費が生じる場合は飼い主の負担となります。

　施設の利用条件および無料利用日時については、下記の①から④の

とおりです。この機会に、ぜひドッグランをご利用ください。

　①飼い犬の登録および狂犬病予防注射の接種

　②混合ワクチンの接種（接種済証明書またはコピーをご持参ください）

　③満20歳以上の飼い主の同伴

　④施設の審査基準への合格※施設利用の初回には、施設の利用基準に従った審査

（しつけ・気性など）を受けていただきます。

※ドッグランとは、リードを外して思い切り犬を遊ばせることができるさくで囲ま

れた犬専用の広場のことです。

無料利用日時　毎月第1・第4水曜日および、4月25日、5月23日、6月13日、7月25日、

8月15日、9月26日、10月24日、11月14日、12月12日、平成23年1月23日、2月20日、

3月27日の各日曜日午前8時～日没まで※利用日および利用時間は、施設の都合に

より変更となる場合があります。

問い合わせ　ツインギー・アンド・パラダイス（猪子町832-5）☎886-6616

　ホームページ http://tsingy-paradise.pet-med.org/、市環境政策課☎内線1561

☆犬のふんの始末は、飼い主の責任です。犬の散歩は、リードを着けて！

問い合わせ　市環境政策課☎内線1563
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市交通防災課

☎内線1684

春の全国交通安全運動
4月6日（火）～15日（木）

スローガン

　　よく見てね　十じろ　丁じろ　おうだん歩どう

運動の重点

　①すべての座席でシートベルトと

　　チャイルドシートを着用しよう

　②自転車を安全に利用しよう

　③飲酒運転をなくそう

交通事故死ゼロを目指す日

4月10日（土）
　交通安全に対する国民の意識を高

めるため設定された国民運動です。

　県民一人ひとりが交通ルールやマ

ナーを守り交通事故死者をなくしま

しょう。

市内の交通事故発生状況
（平成22年3月22日現在）

発生件数　　　　７８件（前年比　△２９件）

死者数　　　　　　１人（前年比　　±０人）

負傷者数　　　　９５人（前年比　△３６人）

資料提供：牛久警察署

高齢者の交通事故をなくそう！
　平成21年中県内で発生した交通事故の死者数のうち、約

4割は高齢者でした。さらに今年も高齢者の交通事故死者数

は1月中だけで全死者の約6割（61.9％）で、四輪車乗用中や

歩行中の事故がほとんどでした。また、四輪車乗用中の死

者のうち約5割（57.1％）はシートベルトを着用していません

でした。乗車中のどの席でもシートベルトを着用しましょう。

発生件数 死者数 負傷者数
県内 4,416件（△32） 90人（＋1） 2,760人（△87）

市内 113件（△  3）   1人（△1）     71人（△  7）

★運転者は…

①車間距離を十分とり、確実な安全確認をしま

しょう。

②水田の中の見通しの良い交差点でも油断せ

ず、「････ だろう運転」より「･･･ かもしれない

運転」を心掛けましょう。

★歩行者は…

①遠回りでも近くの信号や横断歩道を渡りま

しょう。

②夜間の外出は避けて、帰宅が遅くなるときは

目立つ服装や反射材を身に付けましょう。

平成21年中高齢者が関係した交通事故

相談日時　毎月第1・第3水曜日午前10時～

正午、午後1時～3時※5月は第1水曜日が

祝日のため、6日（木）になります。

場所　市役所本庁舎相談室（1階）

相談日時　平日午前9時～正午、午後1時～4

時45分

場所　土浦合同庁舎本庁舎3階交通事故相談所

（土浦市真鍋5-17-26）☎823-1123

弁護士相談（要予約）　第1・第3水曜日午後1

時～4時（土・日・祝日および12月29日か

ら翌年1月3日までは閉庁）

交通事故相談のご案内
　交通事故でお困りのことはありませんか？

　「保険会社に言われたことがよく分からな

い」「被害者から請求された金額は、妥当なの

か？」など、お悩みの方はぜひ、お気軽にご相

談ください。

（　）は前年比

※表中の△は減少の意味です。
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団
長
紹
介 消防団

NEWS
市交通防災課
☎内線1682

牛
久
市
消
防
団
長　

高
島　

晃
一

消
防
団
員
歴
38
年　

団
長
歴
３
年

　

建
設
会

社
に
勤
務

す
る
高
島

団

長

は
、

毎

日
、

工

事
現
場
で

重
機
を
操
っ
て
い
ま
す
。
消
防
団
長
と

し
て
出
席
す
る
行
事
、
会
議
、
研
修
な

ど
も
多
く
、
多
忙
な
日
々
を
送
っ
て
い

ま
す
。

　

消
防
団
活
動
に
お
い
て
は
、
気
さ
く

な
人
柄
と
指
導
に
関
す
る
厳
し
さ
の
両

方
を
兼
ね
備
え
、
団
員
か
ら
厚
い
信
頼

を
得
て
い
ま
す
。
ま
た
、
８
人
の
お
孫

さ
ん
を
持
つ
お
じ
い
ち
ゃ
ん
で
あ
り
、

自
宅
に
カ
ラ
オ
ケ
道
場
を
開
い
て
生
徒

さ
ん
の
指
導
に
当
た
る
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
顔
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
て
、
地
域

の
方
々
か
ら「
唄
の
先
生
！
」と
呼
ば
れ

慕
わ
れ
て
い
ま
す
。

団
長
あ
い
さ
つ

　

私
は
消
防
団
員
拝
命
以
来
、
さ
ま
ざ

ま
な
火
災
現
場
に
立
ち
、
火
の
恐
ろ
し

さ
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　

牛
久
市
で
は
近
年
、
火
災
の
発
生
件

数
が
昔
と
比
べ
少
な
く
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
は
、
ひ
と
え
に
住
民
の
方
々
の
防

火
意
識
の
高
ま
り
に
よ
る
も
の
と
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
尊
い
命
や
家
を
無
く
す
よ
う
な
火

災
が
年
間
数
件
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

全
国
に
目
を
向
け
れ
ば
、
毎
年
お
よ
そ

２
０
０
０
人
も
の
方
が
火
災
に
よ
っ
て

亡
く
な
る
と
い
う
痛
ま
し
い
現
状
が
あ

り
ま
す
。

　

常
備
消
防
が
整
備
さ
れ
た
今
日
、
消

防
団
の
活
動
は
目
立
た
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
消
防
団
の
担
う
役
割
は
、
町
並

み
や
社
会
構
造
の
変
化
、
災
害
の
多
様

化
な
ど
、
時
代
の
流
れ
と
共
に
大
き
さ

を
増
し
て
い
ま
す
。
団
長
と
い
う
立
場

に
立
っ
た
今
日
に
お
い
て
は
、
消
防
団

の
必
要
性
を
一
層
強
く
感
じ
て
い
る
次

第
で
あ
り
、
今
後
も
、
住
民
の
皆
様
に

ご
理
解
さ
れ
、
慕
わ
れ
る
消
防
団
を
目

指
し
て
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

市内の名所や施設が
映画やドラマの舞台で活躍しています！

　昨年4月から今年2月までの間に、市内で撮影された映画やテレビドラマなどの実績をお知らせします。

　撮影された主な作品は『死刑台のエレベーター（平成22年秋公開予定 )』（映画）や『TBS 日曜劇場

「仁」』（ドラマ）、『オトコマエ！ 2』（ドラマ）など、全部で24作品・延べ29日の撮影日を数えます。 

　施設使用料や飲食料金・宿泊代金などの市内にもたらした経済効果はおよそ600万円と推測され

ます。

　なお、撮影場所は病院が8作品と最も多く、牛久大仏が6作品、牛久自然観察の森と牛久クリーン

センターが3作品となっているほか、市内の工場や個人のお宅でも1作品が撮影されました。撮影に

ご協力いただいた皆さんにお礼申し上げます。

問い合わせ　牛久フィルムコミッション事務局（牛久市観光協会内）☎874-5554

ジャンル 作品数
撮影
日数

エキストラ
出演数

テレビドラマ 11 11 5
CM 1 3 0
情報・報道番組 7 9 0
映画 3 4 60
バラエティー 1 1 0
音楽ビデオ 0 0 0
その他 1 1 0

合　　計 24 29 65
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縦
覧
制
度
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
税（
土
地
・
家
屋
）納
税
者

が
ほ
か
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
と
比

較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
の
土
地
や

家
屋
の
評
価
額
が
適
正
で
あ
る
こ
と
を

確
認
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
制
度

で
す
。

日
時　

４
月
１
日（
木
）～
30
日（
金
）午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

場
所　

市
税
務
課
窓
口（
市
役
所
本
庁

舎
３
階
）

縦
覧
で
き
る
方　

牛
久
市
内
の
土
地
・

家
屋
に
お
け
る
固
定
資
産
税
納
税
者

と
そ
の
同
居
の
親
族

お
持
ち
い
た
だ
く
も
の　

保
険
証
・
運

転
免
許
証
な
ど
、
ご
本
人
で
あ
る
こ

と
を
確
認
で
き
る
も
の
、
印
鑑
。
代

理
人
の
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要
で

す
。

縦
覧
で
き
る
帳
簿　

土
地
の
納
税
者

は
、
平
成
22
年
度
の
土
地
価
格
等
縦

覧
帳
簿
を
縦
覧
で
き
ま
す
。
家
屋
の

納
税
者
は
、
平
成
22
年
度
の
家
屋
価

格
等
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

記
載
事
項　

▽
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

…
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、
価

格

　

▽
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
…
所
在
、

種
類
、
構
造
、
床
面
積
、
価
格
、
建

築
年

手
数
料　

無
料

閲
覧
制
度
に
つ
い
て

　

納
税
義
務
者
な
ど
が
、
固
定
資
産
課

税
台
帳
の
う
ち
自
己
の
資
産
に
つ
い
て

記
載
さ
れ
た
部
分
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。

期
間　

期
間
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

場
所　

市
税
務
課
窓
口（
市
役
所
本
庁

舎
３
階
）

閲
覧
で
き
る
方　

①
固
定
資
産
税
の
納

税
義
務
者
と
そ
の
同
居
の
親
族

②
土
地
に
つ
い
て
、
賃
借
権
そ
の
他
の

使
用
ま
た
は
収
益
を
目
的
と
す
る
権

利（
対
価
が
支
払
わ
れ
る
も
の
に
限

る
）を
有
す
る
方

③
家
屋
に
つ
い
て
、
賃
借
権
そ
の
他
の

使
用
ま
た
は
収
益
を
目
的
と
す
る
権

利（
対
価
が
支
払
わ
れ
る
も
の
に
限

る
）を
有
す
る
方

④
固
定
資
産
税
の
処
分
を
す
る
権
利
を

有
す
る
一
定
の
方（
所
有
者
・
破
産

管
財
人
な
ど
）

お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

・
上
記
の
閲
覧
で
き
る
方
の
う
ち
①
に

該
当
す
る
方
…
保
険
証
・
運
転
免
許

証
な
ど
、
ご
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確

認
で
き
る
も
の
、
印
鑑

・
上
記
の
閲
覧
で
き
る
方
の
う
ち
②
③

に
該
当
す
る
方
…
賃
貸
借
契
約
書
な

ど
そ
れ
ら
を
証
す
る
も
の
、
印
鑑

・
上
記
の
閲
覧
で
き
る
方
の
う
ち
④
に

該
当
す
る
方
…
売
買
契
約
書
・
登
記

済
証
な
ど
そ
れ
ら
を
証
す
る
も
の
、

印
鑑

・
上
記
の
閲
覧
で
き
る
方
①
～
④
い
ず

れ
も
代
理
人
の
場
合
は
、
委
任
状
が

必
要
で
す
。

閲
覧
で
き
る
台
帳

・
上
記
の
閲
覧
で
き
る
方
の
う
ち
①
に

該
当
す
る
方
は
、
所
有
し
て
い
る
土

地（
家
屋
）固
定
資
産
課
税
台
帳

・
上
記
の
閲
覧
で
き
る
方
の
う
ち
②
に

該
当
す
る
方
は
、
当
該
権
利
の
目
的

で
あ
る
土
地
の
固
定
資
産
課
税
台
帳

・
上
記
の
閲
覧
で
き
る
方
の
う
ち
③
に

該
当
す
る
方
は
、
当
該
権
利
の
目
的

で
あ
る
家
屋
お
よ
び
そ
の
敷
地
で
あ

る
土
地
の
固
定
資
産
課
税
台
帳

・
上
記
の
閲
覧
で
き
る
方
の
う
ち
④
に

該
当
す
る
方
は
、
当
該
権
利
の
対
象

と
な
る
土
地（
家
屋
）の
固
定
資
産
課

税
台
帳

記
載
事
項

・
固
定
資
産
課
税
台
帳（
土
地
）…
所
有

者
の
住
所
、
氏
名
、
そ
の
所
在
、
地

番
、
地
目
、
地
積
、
価
格

・
固
定
資
産
課
税
台
帳（
家
屋
）…
所
有

者
の
住
所
、
氏
名
、
そ
の
所
在
、
家

屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面
積
、

価
格

手
数
料　

３
０
０
円（
た
だ
し
縦
覧
期

間
中
の
納
税
義
務
者
は
現
年
度
分
の

み
無
料
）

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

市
税
務
課
☎
内
線
１

０
５
１
～
１
０
５
４
Ｅ
メ
ー
ル

zeim
u@

city.ushiku.iba
ra

ki.jp

※
平
成
22
年
度
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
納
税
通
知
書
は
、
４
月
17
日

（
土
）発
送
予
定
で
す
。

固
定
資
産
税
に
係
る
縦
覧
お
よ
び
閲
覧



��  －広報うしく　２０１０．４．１－

※口座振替日は納期限と同日となります。ただし、保育料・住宅使用料は毎月26日（土・日・祝日

の場合は翌平日）が口座振替日となります。

※市立幼稚園入園料は入園式の日が支払い日です。

問い合わせ　市収納課☎内線1061～1063

平成22年度市税等納期限一覧表（牛久市）
　平成22年度の市税等納期限およびお支払いの際の注意点についてお知らせします。

キ
リ
ト
リ

保存版

◇◇上下水道使用料について◇◇
　平成21年4月以降の下水道使用料は、茨城県県南水道企業団が上水道および下水道料金を一括請

求するようになりました。

問い合わせ　茨城県県南水道企業団業務課☎0297-66-5132

年　月　日 税　目　・　使　用　料　・　保　険　料　等　( 期　別 )

平成22年（2010年）

4月26日（月）
介護保険料1期・市立幼稚園授業料4月分・月極駐車場使用料4月分

　4月30日（金）固定資産税1期・国民健康保険税1期・保育料4月分・住宅使用料4月分

5月26日（水）市立幼稚園授業料5月分・月極駐車場使用料5月分

　5月31日（月）軽自動車税・保育料5月分・住宅使用料5月分

　6月28日（月）介護保険料2期・市立幼稚園授業料6月分・月極駐車場使用料6月分

　6月30日（水）市県民税1期・国民健康保険税2期・保育料6月分・住宅使用料6月分

　7月26日（月）市立幼稚園授業料7月分・後期高齢者医療保険料1期・月極駐車場使用料7月分

　8月02日（月）固定資産税2期・下水道受益者負担金1期・保育料7月分・住宅使用料7月分

　8月26日（木）
介護保険料3期・市立幼稚園授業料8月分・後期高齢者医療保険料2期

月極駐車場使用料8月分

　8月31日（火）市県民税2期・国民健康保険税3期・保育料8月分・住宅使用料8月分

　9月27日（月）市立幼稚園授業料9月分・後期高齢者医療保険料3期・月極駐車場使用料9月分

　9月30日（木）国民健康保険税4期・下水道受益者負担金2期・保育料9月分・住宅使用料9月分

10月26日（火）
介護保険料4期・市立幼稚園授業料10月分・後期高齢者医療保険料4期

月極駐車場使用料10月分

11月01日（月）市県民税3期・国民健康保険税5期・保育料10月分・住宅使用料10月分

11月26日（金）市立幼稚園授業料11月分・後期高齢者医療保険料5期・月極駐車場使用料11月分

11月30日（火）国民健康保険税6期・下水道受益者負担金3期・保育料11月分・住宅使用料11月分

12月27日（月）
固定資産税3期・国民健康保険税7期・介護保険料5期・後期高齢者医療保険料6期

市立幼稚園授業料12月分・月極駐車場使用料12月分

　12月28日（火）保育料12月分・住宅使用料12月分

平成23年（2011年）

　1月26日（水）
市立幼稚園授業料1月分・後期高齢者医療保険料7期・月極駐車場使用料1月分

　1月31日（月）
市県民税4期・国民健康保険税8期・下水道受益者負担金4期・保育料1月分

住宅使用料1月分

　2月28日（月）
固定資産税4期・国民健康保険税9期・保育料2月分・住宅使用料2月分・介護保険料6期

後期高齢者医療保険料8期・市立幼稚園授業料2月分・月極駐車場使用料2月分

　3月28日（月）市立幼稚園授業料3月分・月極駐車場使用料3月分

　3月31日（木）保育料3月分・住宅使用料3月分
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◆◆市税は便利な口座振替で◆◆
　口座振替の申し込みをすると、申込者の預（貯）金から振り替えられますので、納め忘れがな

くなります。お申し込みは、牛久市役所または下記の金融機関でお取り扱いしています。

常陽銀行、筑波銀行、みずほ銀行、三菱東京 UFJ 銀行、三井住友銀行、りそな銀行、

埼玉りそな銀行、水戸信用金庫、茨城県信用組合、中央労働金庫、竜ヶ崎市農業協同組合、

ゆうちょ銀行、郵便局

※各本支店から振り替えができます（三菱東京 UFJ 銀行は、公共下水道受益者負担金を取り扱っ

ていません）。お申し込み・変更は、原則として納期限の前月20日まで（40日前提出分）から

となります。

問い合わせ　市会計課☎内線3604

◆◆口座振替をご利用の方へ◆◆
　市税（市県民税・固定資産税・国民健康保険税・軽自動車税）、下水道受益者負担金などの納

付にあたって口座振替をご利用の方に対し、市から発行していた「口座振替払領収書」は、平成

21年3月振り替え分をもって廃止となりました。

　これは、納税通知書と預（貯）金通帳により、納付額が確認できることから、業務簡素化や経

費節減を踏まえてのものです。

①軽自動車税の車検用証明書および、確定申告用の（国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者

医療保険料）社会保険料控除証明書は引き続き発行します。

②残高不足などを理由に振り替えできなかった方には、納付書（現金納付用）を発行します。

③口座振替払領収書が廃止となった税目など

　市県民税、固定資産税・都市計画税、国民健康保険税、軽自動車税、公共下水道受益者負担金、

　後期高齢者医療保険料

問い合わせ　市会計課☎内線3604

キ
リ
ト
リ

◆◆前納報奨金制度について◆◆
　平成19年4月1日から、固定資産税・都市計画税および市県民税（普通徴収分）の「納期前納付（前

納）報奨金制度」を実施しています。（交付率を0.2％とし、限度額は5万円です）

　また、平成21年度から市県民税の年金特別徴収（天引き）を実施しています。特別徴収分は前

納報奨金に該当しませんのでご了承ください。

問い合わせ　市収納課☎内線1061～1063

◆◆郵便局での窓口納付取扱い◆◆
　市で年度当初に送付する窓口払い用納付書（市税・住宅使用料・介護保険料・後期高齢者医療

保険料・保育料・下水道受益者負担金）については、郵便局（ゆうちょ銀行）窓口でも納付できま

す。ただし、次のような場合は納付できませんのでご注意ください。

○納期限を過ぎている場合

○関東各都県および山梨県以外の郵便局（ゆうちょ銀行）では納付できません。

○再発行納付書（再発行と記載があります）で納付する場合

問い合わせ　市収納課☎内線1061～1063
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稲敷地方広域市町村圏事務組合からのお知らせ
◆平成22年度予算について

【一般会計】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

火　　災
　平成21年中の火災発生件数は、管内全域で85件

発生し、昨年と比較すると23件減少しました。

　火災が原因で4人の

尊い命が失われ、17人

の方が負傷しています。

歳　　　入 歳　　　出
項　目 予算額 構成比 項　目 予算額 構成比

分賦金及び負担金 3,173,579 92.4％ 議　会　費 2,806 0.1％
使用料及び手数料 5,950 0.2％ 総　務　費 108,225 3.2％
財　産　収　入 113 0.0％ 消　防　費 3,218,254 93.7％

寄　附　金 1 0.0％ 公　債　費 103,068 3.0％
繰　入　金 97,400 2.8％ 予　備　費 900 0.0％
繰　越　金 12,000 0.4％
諸　収　入 3,010 0.1％
組　合　債 141,200 4.1％

歳　入　合　計 3,433,253 100.0％ 歳　出　合　計 3,433,253 100.0％

老人ホーム特別会計 水防事業特別会計
項　目 予算額 構成比 項　目 予算額 構成比

歳
　
入

分賦金及び負担金 126,908 91.9％

歳
　
入

分賦金及び負担金 9,331 85.0％
使用料及び手数料 122 0.1％ 財　産　収　入 6 0.1％
財　産　収　入 26 0.0％ 繰　入　金 1,000 9.1％

寄　附　金 1 0.0％ 繰　越　金 500 4.5％
繰　入　金 10,000 7.3％ 諸　収　入 145 1.3％
繰　越　金 1,000 0.7％
諸　収　入 41 0.0％

歳　入　合　計 138,098 100.0％ 歳　入　合　計 10,982 100.0％

歳
出

民　生　費 137,998 99.9％ 歳
出

水　防　費 10,882 99.1％
予　備　費 100 0.1％ 予　備　費 100 0.9％

歳　出　合　計 138,098 100.0％ 歳　出　合　計 10,982 100.0％

【特別会計】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

◆平成21年消防ミニ白書

救急・救助
　平成21年中の救急出動件数は8,917件で、昨年よ

り158件減少しました。事故種別では、急病が5,599

件と最も多く、次いで交通事故1,206件、一般負傷

1,143件、転院513件、その他456件でした。救助出

動件数は、115件（昨年から24件減）で、事故種別では、

交通事故47件、火災事故21件、その他が37件でした。

市町村別発生状況
・龍ケ崎市　　 26件

・牛久市　　　 19件

・稲敷市　　　 18件

・利根町  　　 　4件

・河内町　　    10件

・美浦村　　 　  8件

火災件数　　　 85件

火災種別発生状況
・建物　　　　 60件

・林野　　　　   1件

・車両　　　 　  8件

・その他　　 　16件

火災件数　   　 85件

市町村別救急出動件数
・龍ケ崎    　2,739件

・牛久市　 　2,549件

・稲敷市　 　2,036件

・利根町　 　  573件

・河内町　 　  414件

・美浦村　 　  600件

・圏域外　 　　  6件

出動件数　 　8,917件

傷病者程度別搬送状況
・軽症　  　  4,625件

・中等症  　  2,889件

・重症　  　　 776件

・死亡　  　　 168件

・その他　  　    6件

搬送人員  　  8,464件

問い合わせ　稲敷地方広域市町村圏事務組合☎0297-64-3741（代）ホームページ http://www.inashiki-kouiki.jp/

出火原因ワースト3
①放火（疑い）　　13件

②たばこ　　　　11件

③コンロ・てんぷら　9件
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男
と
女
が
輝
き
な
が
ら
生
き
る
た
め

に
、
縁

え
に
し

を
大
切
に
し
て
い
こ
う

　

２
月
20
日
、
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で「
う
し
く
男
・
女
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
０
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
社
会
の
中
で
、
男
性

と
女
性
が
触
れ
合
い
を
深
め
、
輝
き
な

が
ら
生
き
る
た
め
に
市
民
と
行
政
、
企

業
と
が
、
世
代
を
超
え
て
仕
事
と
生
活

の
調
和
と
明
日
を
ひ
ら
く
意
識
の
高
ま

り
を
求
め
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

開
会
式
に

先
立
っ
て
行

わ
れ
た
東
洋

大
学
附
属
牛

久
高
等
学
校

ダ
ン
ス
部
に

よ
る
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
ア
ト

　

２
月
13
日
、
東
京
都
渋
谷
区
の
津
田

ホ
ー
ル
で
、「
全
国
学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
・

コ
ン
ク
ー
ル
２
０
０
９
発
表
会
」が
行
わ

れ
、
神
谷
小
学
校
の
児
童
が「
過
去
の
受

賞
校
の
活
動
報
告
」で
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
校
は
２
年
前
に
、
同
コ
ン
ク
ー
ル

で（
財
）日
本
生
態
系
協
会
会
長
賞
を
受

賞
し
、
そ
の
活
動
は
現
在
も
下
級
生
た

ち
が
引
き
継
い
で
い
ま
す
。

　

当
時
の
６
年
生
が
３
年
間
に
わ
た
っ

て「
ま
ち
づ
く
り
学
習
」を
行
い
、
学
校

東
側
の
荒
地
な
ど
を
谷
津
田
と
し
て
再

生
し
、
ビ
オ
ト
ー
プ
と
し
て
活
用
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
チ
ョ
ウ
や
カ

エ
ル
な
ど
の
生
き
物
を
ビ
オ
ト
ー
プ
に

呼
び
戻
す
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

活動を引き継いだ児童たちの発表

学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
の
発
表
会

う
し
く
男ひ

と

・
女ひ

と

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
０

ラ
ク
シ
ョ
ン

で

は
、

若

者
世
代
に

よ
る
息
の

合
っ
た
華

麗
な
ダ
ン

ス
の
数
々

に
、
会
場
の

観
客
は
大

き
な
拍
手

を
送
り
ま

し
た
。

　

市
民
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
長
谷
川
幸
介
先
生（
茨

城
大
学
准
教
授
）
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
迎
え
、
井
上
由
加
利
さ
ん（
井

上
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
・
医
学
博
士
）

は「
健
康
を
守
る
３
つ
の
秘
訣
に
つ
い

て
」、
潮
﨑
純
子
さ
ん（
牛
久
南
中
学
校

栄
養
教
諭
）は「
学
校
給
食
と
食
育
に
つ

い
て
」、
三
岳
春
美
さ
ん（
市
非
常
勤
職

員
・
ブ
ラ
ジ
ル
出
身
）は「
人
と
人
と
の

か
か
わ
り
に
つ
い
て
」、
そ
し
て
渡
部

仁
さ
ん（
む
つ
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

会
長
）は「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
と
お

し
て
」
な
ど
、
４
人
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と

な
り『
次
の
世
代
に
伝
え
た
い
こ
と
～

私
の
生
き
方
・
暮
ら
し
方
～
』
に
つ
い

て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

長
谷
川
先
生
は
、「
人
間
は
独
り
で
は

生
き
ら
れ
な
い
も
の
だ
か
ら
、
幸
せ
の

つ
く
り
方
を
ど
う
や
っ
て
次
の
世
代
に

伝
え
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
、
男
性
も

女
性
も
そ
れ
ぞ
れ
が
垣
根
を
越
え
て
お

互
い
を
尊
重
し
あ
っ
て
、
縁
と
健
康
を

大
事
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

　

『
花
も
嵐
も
講
釈
師
が
語
り
ま
す
～

子
連
れ
講
釈
師　

涙
と
笑
い
の
奮
戦

記
～
』
と
題
し
た
講
談
師
の
神
田
香
織

さ
ん
の
講
演
会
で
は
、
離
婚
し
た
い
き

さ
つ
や
出
身
地
い
わ
き
市
の
旧
常
磐
ハ

ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
で
の
女
性
の
自
立

を
描
い
た
映
画『
フ
ラ
ガ
ー
ル
』を
歯
切

れ
の
良
い
語
り
口
と
軽
快
な
テ
ン
ポ
で

講
談
し
ま
し
た
。

　

満
員
と
な
っ
た
会
場
で
は
、
笑
い
あ

り
涙
あ
り
の
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容

に
、
参
加
者
は
、
男
女
共
同
参
画
に
つ

い
て
の
知
識
と
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

会場を盛り上げたパネルディスカッション

親
し
み
や
す
い
人
柄
の
神
田
香
織
さ
ん

観客を魅了した華麗なダンス
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安
全
安
心
に
向
け
て

　

防
犯
パ
ト
カ
ー
の
増
加

　

２
月
22
日
、（
社
）
日
本
損
害
保
険
協

会
か
ら
市
に
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
き

軽
消
防
車
両
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
会
は
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
に
貢
献
す
る
た
め
全
国
の
市
区
町
村

に
消
防
車
を
寄
贈
し
て
い
ま
す
。
昨
年

度
は
計
28
台
の
消
防
車
を
寄
贈
し
て
い

て
、
累
計
寄
贈
台
数
は
２
６
９
１
台
に

上
り
ま
す
。

　

市
役
所
で
行
わ
れ
た
寄
贈
式
典
に

は
、
同
協
会
の
茨
城
損
保
会
会
長
と
関

東
支
部
担
当
課
長
が
来
庁
し
、
市
か
ら

は
池
辺
勝
幸
市
長
と
消
防
団
幹
部
な
ど

が
出
席
し
ま
し
た
。
寄
贈
さ
れ
た
車
両

は
小
回
り
の
利
く
軽
自
動
車
で
、
市
街

地
を
多
く
抱
え
る
牛
久
市
消
防
団
第
５

分
団（
本
町
）に
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
平
成
15
年
度
か
ら
、
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
事
業
を
委
託

し
て
、
午
後
１
時
30
分
か
ら
９
時
30
分

ま
で
防
犯
サ
ポ
ー
タ
ー
が
、
毎
日
市
内

全
域
を
白
黒
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー

で
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
４
月
１
日
か
ら
２
年
間
、

国
の
緊
急
雇
用
対
策
の
補
助
金
に
よ

り
、
毎
日
午
後
１
時
30
分
か
ら
６
時
30

分
ま
で
、
同
委
託
事
業
に
よ
る
小
学
校

の
通
学
路
を
中

心
と
し
た
パ
ト

ロ
ー
ル
を
３
台

追
加
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ

り
、
昼
間
は
４

台
の
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
カ
ー
が

市
内
を
パ
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ

と
に
な
り
、
よ

り
以
前
に
も
増

し
た
防
犯
効
果

が
期
待
で
き
ま

す
。（
下
写
真
）

う
し
く
安
全
・
安
心
ワ
ー
ル
ド
２
０
１
０

　

２
月
28
日
、
市
中
央
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル
な
ど
を
会
場

に
「
う
し
く
安
全
・
安
心
ワ
ー
ル
ド

２
０
１
０
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

第
１
部
で
は
、
牛
久
市
交
通
安
全
母

の
会
の
神
戸
礼
子
会
長
に
よ
る
交
通
安

全
講
話
「
み
ん
な
で
守
ろ
う
交
通
安
全

し
ぐ
さ
」
が
あ
り
、「
高
齢
者
の
歩
幅

は
年
々
狭
ま
っ
て
い
ま
す
」
な
ど
と
、

交
通
事
故
に
対
す
る
注
意
点
な
ど
が
語

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
世
代
の
代
表

３
人
に
よ
る
交
通
安
全
宣
言
も
行
わ

れ
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
す
た
め

の
宣
言
が
参
加
者
の
大
き
な
拍
手
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
防
災
シ
ス
テ
ム
研
究

所
所
長
の
山
村
武
彦
さ
ん
の
講
演
「
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
知
識
と
知
恵
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
流
行
し
た
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
、「
マ
ス

コ
ミ
な
ど
の
過
熱
報
道
も
あ
っ
た
が
、

今
後
も
日
ご
ろ
か
ら
備
え
て
お
く
こ
と

が
重
要
。
事
実
と
真
実
を
見
極
め
る
こ

と
が
必
要
だ
」
と
来
場
者
に
冷
静
な
判

断
と
準
備
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　

第
３
部
で
は
、
県
立
大
洗
高
等
学
校

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
演
奏
会
が
行
わ

れ
、
洗
練
さ
れ
た
音
楽
と
シ
ャ
ー
プ
な

動
き
が
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

小
雪
の
舞
い
散
る
あ
い
に
く
の
空
模

様
で
し
た
が
、
会
場
の
外
で
は
「
す
い

と
ん
」
が
振
る
舞
わ
れ
る
な
ど
、
来
場

者
は
温
か
い
食
事
に
満
足
し
た
様
子
で

し
た
。

消
防
団
に
新
車
両
登
場

山村武彦さんの講演会

各世代の代表による「交通安全宣言」

寄贈された小型動力ポンプ付き軽消防車



－広報うしく　２０１０．４．１－  28

つ
ば
め
保
育
園
に

　
　
　
　
　

竹
馬
を
寄
付

　

３
月
９
日
、
㈲
松
蔵
屋（
牛
久
市
商

工
会
会
員
）が
、
牛
久
市
社
会
福
祉
協

議
会
を
通
じ
指
定
寄
付
と
し
て
、
つ
ば

め
保
育
園
に
竹
馬
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
付
は
、
地
域
の
方
へ
の
社

会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
７
月
11

日
に「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
＆
蛍
鑑
賞
会
」を

行
っ
た
際
に
、
参
加
者
か
ら
い
た
だ
い

た
募
金
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
お
金
を
も
と

に
し
て
購
入
さ
れ
た
も
の
で
す
。
つ
ば

め
保
育
園
で
は
、
昔
の
遊
び
を
子
ど
も

た
ち
に
経
験
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
の
思

い
か
ら
、
竹
馬
を
寄
付
し
て
も
ら
う
こ

と
に
決
め
ま
し
た
。

ひ
と
声
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
結
団
式

大喜びで竹馬を受け取る園児たち

　

３
月
13
日
、
一
厚
公
民
館
で
、
一
厚

東
行
政
区
の
皆
さ
ん
な
ど
33
人
が
参
加

し
て「
ひ
と
声
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
結

団
式
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
牛
久
警
察

署
な
ど
か
ら
、
防
犯
に
関
す
る
講
話
が

あ
っ
た
後
、「
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心

な
ま
ち
一
厚
東
区
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
編
成
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
隊
員
に
よ
る「
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
宣
言
」
後
、
犯
罪
被
害
防
止
を

図
り
、
触
れ
合
い
・
助
け
合
い
・
元
気

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
全
員

で
地
域
内
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
ひ
と
声
掛

け
て
街
の
中
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
増
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と

い
う
考
え
で
行
い
ま
し
た
。

ひと声掛けあう防犯パトロール

も
ち
つ
き
を
通
し
て
地
域
交
流

　

３
月
６
日
、
つ
つ
じ
が
丘
区
民
会
館

周
辺
で「
つ
つ
じ
が
丘
ふ
れ
あ
い
も
ち
つ

き
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
自
治
会
、
子
ど
も
会
、

つ
つ
じ
会
と
む
つ
み
会
が
共
催
し
、
一

緒
に
も
ち
つ
き
を
し
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
と
地
域
の
人
た
ち
が
触
れ
合
う
こ

と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
元
気
よ
く「
よ
い
っ

し
ょ
」
と
い
う
声
を
掛
け
な
が
ら
も
ち

を
つ
き
、
出
来
上
が
っ
た
も
ち
を
い
そ

べ
も
ち
や
き
な
粉
も
ち
に
し
て
み
ん
な

で
食
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
６
年
生
を
送

る
会
や
新
１
年
生
の
紹
介
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、
大
人
も
子
ど

も
も
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
な
ど
で
楽
し

み
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

みんなで力を合わせて「よいっしょ！」

つ
る
し
雛ひ

な

の
ひ
な
祭
り

　

２
月
20
日
か
ら
３
月
３
日
ま
で
、
猪

子
町
の
会
場
で
、
ち
り
め
ん
細
工
花

工
房
の
会（
上
村
紀
代
子
主
宰
）の
主
催

で
、「
つ
る
し
雛
と
お
細
工
物
」
の
展
示

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
で
は
、
昨
年

に
引
き
続
き
２
回
目
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　

会
場
に
は
、
約
60
人
の
会
員
が
昨
年

４
月
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
作
り
上
げ
た
作

品
が
、
所
狭
し
と
飾
ら
れ
、
多
く
の
方

が
見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

「
厄
が
去
る
」と
い
う「
さ
る
」や
、
お

金
に
不
自
由
し
な
い
よ
う
に
と「
巾
着
」

な
ど
が
つ
る
さ
れ
ま
し
た
。
つ
る
し
雛

１
組
に
は
、
雛
細
工
が
１
５
４
個
も
つ

る
さ
れ
、
会
場
内
は
華
や
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

つるし雛を鑑賞する来場者たち
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　このコーナーでは、市民の皆さんから寄せられたイラス

トや俳句、川柳などを紹介しています。なお、お便りには

住所と氏名、電話番号を記入してください。また、匿名希

望の方は、その旨記入してください。ペンネームもOKです。

あて先：〒300-1292牛久市中央3-15-1

　　　　「広報うしくちょっと休憩」係

　　　　E メール shimin@city.ushiku.ibaraki.jp

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
コ
ー
ナ
ー

春
を
告
ぐ
土
手
の
日
向
の
福
寿
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
根
町　
　

藤
田
さ
ん

春
が
来
た
小
川
の
ほ
と
り
猫
柳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
野
町　
　

酒
井
さ
ん

ド
キ
ド
キ
と
は
じ
め
て
お
使
い
子
よ
り
親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

猪
子
町　
　

田
中
さ
ん

「
頑
張
り
ん
せ
」声
か
け
ら
れ
て
雪
の
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
谷　
　
　

井
上
さ
ん

江
戸
気
分
温
泉
ざ
ん
ま
い
心
な
ご
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら
台　

月
田
さ
ん

命
日
に
母
好
み
し
紫
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
化
町　
　

砂
押
さ
ん

皆
さ
ん
の
お
便
り
か
ら

イラスト、俳句、川柳など、毎月たくさんのお便りありがとうございます。
紙面の都合上、すべてを掲載できない場合がありますが、今後もたくさんの
お便りをお待ちしています。

順位 チーム名

優　勝 ホクレア
準優勝 オクレア（ホクレア＋おくの混合）
第３位 おくの、バレー協会

平成21年度スポーツチャンピオン

バレーボール少年団大会結果

＜1月24日（日）牛久運動公園体育館＞

優良子ども会等表彰式
　1月30日、茨城県・県教育委員会・県子ども

会育成連合会が主催で「平成21年度優良子ども

会等表彰式」が盛大に開催されました。日ごろ

の活発な子ども会活動、たゆまぬ努力、地域の

方々のご支援のたまものと思います。受賞おめ

でとうございました。

表彰の部 団体・個人名
優良子ども会 第一つつじヶ丘子ども会
優良子ども会

育成会
第一つつじヶ丘子ども会後援会

優良子ども会

指導・育成者 
中村弘美さん

☆
…
少
し
前
に
柏
か
ら
越

し
て
来
ま
し
た
が
、
こ
の

近
く
の
ス
ー
パ
ー
や
そ
の

辺
の
道
で
出
会
っ
た
知
ら

な
い
小
学
生
か
ら
、
た
び

た
び「
こ
ん
に
ち
は
」と
ご

あ
い
さ
つ
の
お
辞
儀
を
さ

れ
て
び
っ
く
り
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
つ
え
を
使
う

よ
う
に
な
っ
て
３
年
ぐ
ら

い
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の

間
、
駅
の
階
段
を
荷
物
を

抱
え
て
一
段
一
段
と
降
り

ま
し
た
ら
、
小
学
生
の
男

の
子
が「
持
っ
て
あ
げ
る
」

と
親
切
に
荷
物
を
持
っ

て
手
伝
っ
て
く
れ
ま
し
た

が
、
小
学
生
に
助
け
て
も

ら
っ
た
の
は
初
め
て
で
し

た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ

れ
は
こ
の
地
域
の
お
母
様

方
の
し
つ
け
な
の
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
は
、
小
学
校

の
敬
老
教
育
な
の
で
し
ょ

う
か
。
で
も
、
そ
の
都
度

う
れ
し
く
て「
こ
ん
に
ち

は
」「
ご
あ
い
さ
つ
を
あ

り
が
と
う
」と
ニ
コ
ニ
コ

の
止
ま
ら
な
い
顔
で
、
い

そ
い
そ
お
返
し
の
ご
あ
い

さ
つ
を
し
て
い
る
わ
た
し

で
す
。

　
　

さ
く
ら
台　

日
下
さ
ん南・犬塚さん
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住
井
す
ゑ
と
そ
の
文
学
の
里（
五
十
）

　
　

ー
牛
久
沼
の
ほ
と
り
ー

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員　
　
　

栗く
り
は
ら原　

功
い
さ
お　

小
川
芋
銭
が
描
い
た
河か

っ

ぱ童
の
絵
の
碑

―

犬
田
卯
の
発
案
に
よ
る
建
碑―

　

牛
久
沼
畔
の
高
台
、
城
中
町
の
牛
久

藩
陣
屋
跡
の
一
角
に
河
童
の
碑
が
建
っ

て
い
る
。

　

河
童
の
碑
は
、
犬
田
卯
の
発
案

で
、
小
川
芋
銭
の
芸
術
と
人
柄
を
敬
慕

す
る
人
々
の
手
に
よ
っ
て
昭
和
27
年

（
１
９
５
２
年
）５
月
に
建
て
ら
れ
た
。

　

河
童
の
碑
の
表
に
は
、
芋
銭
が
描
い

た
河
童
の
絵
と
、
芋
銭
直
筆
の
漢
字
七

文
字
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

　

河
童
は
少
し
背
を
丸
め
ひ
ざ
を
曲
げ

て
座
っ
て
い
る
絵
だ
。

　

漢
字
七
文
字
は『
誰
織　

古
人
画
龍

心
』と
し
た
た
め
ら
れ
て
い
る
。

　

『
誰
織　

古
人
画
龍
心
』は
、『
た
れ
か

し
る　

こ
じ
ん
り
ゅ
う
し
ん
を
え
が

く
』と
読
め
る
。

　

古こ

じ

ん人
と
は
、
誰
の
こ
と
を
指
し
て
い

る
の
か
と
い
う
と
、
中
国
古
代
、
春
秋
・

戦
国
時
代（
日
本
で
は
縄
文
時
代
晩
期
）

の
楚そ

の
国
の
龍
を
描
く
名
人
葉し
ょ
う
こ
う
公（
※
）

の
こ
と
で
あ
る
。

　

「
龍
」は
、
中
国
古
代
の
神
秘
的
な
力

を
持
つ
想
像
上
の
動
物
で
、
深
い
水
中

に
潜
み
、
雲
を
呼
ん
で
天
に
昇
る
と
信

じ
ら
れ
て
い
た
。
龍
は
晴
天
の
日
に
は

天
へ
は
昇
ら
な
い
。
雲
に
乗
っ
て
昇
る

と
き
初
め
て
そ
の
勢
い
を
得
る
こ
と
か

ら
、“
龍
の
雲
を
得
た
る
が
ご
と
し
”
と

い
わ
れ
て
い
る
。

　

一
方
の「
河
童
」
は
、“
か
わ
わ
ら
わ
”

を
約
し
た
も
の
で
、
別
に「
河
太
郎
」、

「
が
た
ろ
」と
も
呼
ば
れ
る
。
川
や
池
な

ど
水
中
に
す
む
と
さ
れ
て
い
る
小こ
わ
っ
ぱ童
の

形
を
し
た
動
物
、
頭
頂
に
へ
こ
み
が
あ

り
、
そ
の
中
に
水
を
た
た
え
て
い
る
間

は
、
陸
上
に
上
が
っ
て
も
力
が
強
く
、

し
ば
し
ば
人
間
に
相
撲
を
挑
み
、
ま
た

馬
な
ど
を
水
中
に
引
き
ず
り
込
む
こ
と

が
あ
る
と
し
て
恐
れ
ら
れ
る
。
そ
の
説

話
は
全
国
に
わ
た
っ
て
聞
か
れ
、
所
に

よ
っ
て
猿え
ん
こ
う猴（

て
な
が
ざ
る
）や
河か
わ
う
そ獺

と

混
同
し
て
語
ら
れ
る
。
も
と
も
と
水
神

で
あ
っ
た
も
の
が
、
信
仰
の
零れ
い
ら
く落
に

よ
っ
て
妖よ
う
か
い怪

化
し
た
も
の
と
解
せ
ら

れ
、
近
世
に
は
お
お
む
ね
戯ぎ

が画
化
さ
れ

て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
芋
銭
は
そ
の
著

『
俳
画
の
描
き
方
』の『
河
童
の
宿
』と
題

す
る
文
中
に
、
龍
を
描
く
葉
公
と
、
河

童
を
描
く
自
分
と
を
比
ゆ
し
て
書
い
て

い
る
の
で
全
文
を
記
し
て
み
た
。

　

―

或
世
紀
ま
で
は
存
在
し
て
い
た
と

云
う
。
居
た
居
な
い
は
別
と
し
て
、
幼

少
の
頃
か
ら
河
童
が
好
き
で
描
い
た
。

然
し
葉
公
の
龍
で
は
な
い
が
、
私
は
描

い
た
り
想
像
し
た
り
し
て
い
る
河
童
が

好
き
で
、
仮
り
に
本
物
の
河
童
が
出

て
来
て
、
私
が
本
と
う
の
河
童
だ
よ
と

顔
を
突
き
出
さ
れ
た
時
、
葉
公
先
生
の

よ
う
に
目
を
廻
さ
な
い
ま
で
も
、
歓
迎

す
る
こ
と
は
聊
い
さ
さ

か
躊
ち
ゅ
う
ち
ょ
躇
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
さ
れ
ば
私
の
愛
す
る
河
童
は
絵
の

河
童
で
、
実
物
で
は
な
い
の
で
す
。―

　

河
童
の
碑
は
、
小
川
家
へ
、
池
田
龍

一
、
犬
田
卯
、
飯
野
逸
平
、
小
林
巣そ
う

居き
ょ

人じ
ん

、
篠
目
篤
、
西
山
謙
二
、
吉
井
忠
、

加
藤
鎮
雄
ら
が
連
署
し
た
書
面
を
も
っ

て
贈
呈
さ
れ
て
い
る
。

※
魯ろ

の
国
の
生
ま
れ
で
儒じ
ゅ
が
く学
を
興
し
た

孔こ
う
し子（
紀
元
前
５
５
１
年
～
４
７
９
年

在
世
）も
ほ
ぼ
同
時
代
の
人
で
あ
る
。

河
童
の
碑
除
幕
式
に
出
席
し
た
人
々
の
記

録―

犬
田
家
所
蔵
。
風
見
章
は
犬
田
家
と

親
交
が
深
く
、
昭
和
５
年（
１
９
３
０
年
）

以
来
衆
議
院
議
員
選
挙
で
通
算
９
回
当
選
。

第
一
次
近
衛
内
閣
の
書
記
官
長
と
第
二
次

近
衛
内
閣
の
司
法
相
を
歴
任
し
て
い
る
。

河
童
の
碑
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＜149＞
牛久運動公園体育館内
牛久市体育協会事務局
　☎873-2486 FAX873-2895

（99）
市教育委員会生涯学習課内
牛久市文化協会事務局
　☎871-2301 FAX871-1334

加盟団体紹介 催し物のご案内

牛久菊花会（代表：三箇利雄☎873-5869）

　少しずつ発展を続けている牛久菊花会の菊作り講

座が今年も始まります。テレビでおなじみの上村遥

先生が、毎月日曜日の5/16、6/6、7/18、8/1、9/5、

10/3の6回にわたって、菊の繊細な魅力を教えてく

れます。「菊の町」

牛久も教育委員

会、観光協会など

多くの後援のも

と、新しい展望が

見えてきました。

●第24回吟剣詩舞発表会

　牛久市連合詩吟会主催7団体合同の発表会です。

日時　4月18日（日）午前10時～

場所　三日月橋生涯学習センター

入場料　無料

問 い合わせ　詩吟墨水流真峰会（江頭）☎874-2729、

水府流吟道吾風会牛久支部（佐藤）☎874-4034

●第13回山野草同好会「春の展」

日時　4月23日（金）～25日（日）午前9時～午後4時

※25日は午後3時まで。

場所　市中央生涯学習センター展示ホール

入場料　無料

問 い合わせ　牛久山野草同好会（田中）☎872-2502

●新華扇流治 会おさらい会

日時　4月29日（木・祝）午前10時～

場所　市中央生涯学習センター文化ホール

入場料　無料

問 い合わせ　新華扇流治 会（栗島）☎872-6041

文 化 公 演 事 業

第17回牛久市体育協会　ヘルシーボール大会報告

≪加盟団体紹介≫ 平成22年若竹剣友会創立30周年記念剣道大会
　若竹剣友会の名は、若竹剣友会を創立した師

範石原先生が、竹の子がすくすく伸びるように元

気に真っすぐ大きく成長して欲しいという願いか

ら「若竹」と命名されました。子どもたちは、故石

原先生の「剣道精進」の意志に基づき日々練成し、

また、指導者一同は故石原先生の意志を引き継

ぎ剣道発展のためこれからも精進・努力し、父

母一同、30周年を迎えられたこと、子どもたちを

見守り応援できることに感謝しています。「若竹剣

友会」一同、ご支援・ご指導いただいた皆さんに

深くお礼申し上げるとともに、40周年を迎えるこ

とができるようこれからも精進していきます。

　＜チケット発売日＞

4月24日（土）午前9時～午後5時

＜チケット発売日＞

第4回石見神楽

“
祝
創
立
30
周
年
”

　

若
竹
剣
友
会
!!

7月18日
（日）

＊平成22年度牛久市文化協会総会　4月30日（金）開催

　2月21日（日）牛久運動公園メインアリーナで、48チー

ム（うち2チーム棄権）376人が集い、今年も盛大に開催す

ることができました。ご参加いただいた皆さん、審判や

運営にご協力いただいた方々に深くお礼申し上げます。

【優勝チーム】＜子供の部＞1ブロック：刈谷イーグルス

A、2ブロック：刈谷イーグルス B ＜一般女子の部＞3

ブロック：岡田小アラフォー、4ブロック：グッときて

る！＜一般混合の部＞5ブロック：かっぱクラブ、6ブ

ロック：牛久弓道会、

7ブロック：牛久二中

PTA、8ブロック：ボ

ボ B、9ブロック：イ

ナズマガリデブン、10

ブロック：ベスト☆フ

レンド
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うしくあみ斎場からのお知らせ
　うしくあみ斎場内に“天国への手紙”

コーナーができました。“天国への手紙”

は、故人へのあなたの思いを天国へお届

けします。備え付けの便せんや封筒をご

利用いただけます。手紙は、設置したポ

ストに投かんしていただくと、「うしくあ

み斎場」の炎によって天国へお送りしま

す。

問い合わせ　うしくあみ斎場☎830-9888

野
鳥
の
捕
獲
・
飼
養
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す

　

平
成
19
年
４
月
１
日
施
行
の「
茨
城

県
第
10
次
鳥
獣
保
護
事
業
計
画
」
に
基

づ
き
、
愛
が
ん
目
的
で
野
鳥（
メ
ジ
ロ
、

ホ
オ
ジ
ロ
な
ど
）
を
捕
獲
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
、
新

た
に
飼
養
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す（
た
だ
し
、
平
成
19
年
３
月
31
日

ま
で
に
飼
養
許
可
を
受
け
て
い
る
場
合

は
更
新
可
能
で
す
）。

　

こ
う
し
た
野
鳥
の
捕
獲
や
飼
養
は
違

法
行
為
で
あ
り
、
捕
獲
・
飼
養
と
も
１

年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以

下
の
罰
金
と
い
っ
た
罰
則
規
定
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
農
業
政
策
課
☎
内
線

１
５
２
１
～
１
５
２
２

農
地
制
度
が
大
き
く
見
直

さ
れ
ま
し
た

　

「
改
正
農
地
法
」が
、
昨
年
12
月
15
日

に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

相
続
等
許
可
を
受
け
る
こ
と
な
く
農
地

の
権
利
を
取
得
し
た
場
合
、
そ
れ
を

知
っ
た
日
か
ら
お
お
む
ね
10
カ
月
以
内

に
農
業
委
員
会
に
届
け
出
が
必
要
に
な

り
ま
し
た
。届
け
出
を
し
な
か
っ
た
り
、

虚
偽
の
申
し
出
を
す
る
と
、
10
万
円
以

下
の
過
料
に
処
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
ほ
か
の
主
な
改
正
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

・
農
地
法
の
目
的
な
ど
の
見
直
し

・
農
地
を
利
用
す
る
者
の
確
保
・
拡
大

・
農
地
の
面
的
集
約
の
促
進

・
遊
休
農
地
の
対
策
の
強
化

・
農
地
転
用
規
制
の
厳
格
化

・
農
用
地
区
域
内
農
地
の
確
保

問
い
合
わ
せ　

市
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
内
線
３
７
０
１

第
91
回
う
し
く
ゴ
ッ
多
市

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時　

４
月
４
日（
日
）午
前
10
時
～
午

後
３
時

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
駐

車
場

イ
ベ
ン
ト　

①
草
も
ち
１
パ
ッ
ク
…
先

着
２
０
０
名
様
に
格
安
販
売（
正
午

予
定
）②
グ
レ
ー
プ

フ
ル
ー
ツ
２
玉
…

先
着
２
０
０
名
様

に
格
安
販
売（
午
後

２
時
予
定
）③
再
生

家
具
販
売（
午
前
10

時
～
無
く
な
り
次
第
終
了
）

※
イ
ベ
ン
ト
は
、
天
候
な
ど
の
都
合
に

よ
り
時
間
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

※
次
回
は
６
月
13
日（
日
）開
催
。

問
い
合
わ
せ　

市
商
工
観
光
課
☎
内
線

２
５
５
１

航
空
学
校
霞
ヶ
浦
校
創
立

50
周
年
記
念
行
事

日
時　

４
月
11
日（
日
）【
一
般
開
放
】

午
前
９
時
～
午
後
３
時
、【
記
念
式

典
】午
前
10
時
～
10
時
30
分

場
所　

陸
上
自
衛
隊
航
空
学
校
霞
ヶ
浦

校（
土
浦
市
右
籾
２
４
１
０
）

内
容　

祝
賀
編
隊
飛
行
、
飛
行
展
示
、

空
挺
降
下（
第
一
空
挺
団
）、
ド
リ
ル

展
示（
高
等
工
科
学
校
）、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
地
上
滑
走（
抽
選
）、
航
空
機
展

示
、
ち
び
っ
子
広
場
な
ど

問
い
合
わ
せ　

陸
上
自
衛
隊
航
空
学
校

霞
ヶ
浦
校
総
務
班
☎
８
４
２
・
１
２

１
１
内
線
３
４
０
８
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　　市役所☎029-873-2111（代）FAX029-873-7510
　　ホームページ http://www.city.ushiku.ibaraki.jp/

悪質商法にご注意！テレビの地デジ対応やアンテナ交換などを口実にした詐欺
が発生しています。地デジに関して不明な点があれば、お問い合わせください。
問い合わせ　地上デジタルコールセンター☎0570-07-0101

警
察
官
採
用
試
験

　

茨
城
県
警
で
は
、
平
成
23
年
に
採
用

す
る
警
察
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
験
資
格　

【
警
察
官
Ａ
】昭
和
56
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
学
校
教
育

法
に
よ
る
大
学（
短
期
大
学
を
除
く
）

を
卒
業
し
た
方
。
ま
た
は
平
成
23
年

３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

方
、
も
し
く
は
人
事
委
員
会
が
こ
れ

と
同
等
と
認
め
る
方
。

申
込
締
め
切
り
日　

４
月
14
日（
水
）

第
一
次
試
験　

５
月
９
日（
日
）

※
牛
久
警
察
署
で
は
、
４
月
中
に
採
用

試
験
説
明
会
を
行
い
ま
す
。
事
前
予

約
は
不
要
で
す
。
定
員
も
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

牛
久
警
察
署
警
務
課
☎

８
７
１
・
０
１
１
０
内
線
２
１
１
ま

た
は
２
１
２
、
茨
城
県
警
察
本
部
警

務
課
採
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
１

２
０
・
３
１
４
０
５
８

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
不

動
産
無
料
相
談
会

日
時　

４
月
２
日（
金
）
午
前
９
時
30

分
～
正
午

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
小

講
座
室（
２
階
）

※
当
日
会
場
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

（
社
）茨
城
県
不
動
産
鑑

定
士
協
会
☎
０
２
９
・
２
４
６
・
１

２
２
２

大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

て
い
ま
す

　

毎
年
５
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
、
東

京
タ
ワ
ー
か
ら
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送

の
テ
レ
ビ
電
波
を
受
信
し
て
い
る
地

域
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ（
１
チ
ャ

ン
ネ
ル
）と
教
育
テ
レ
ビ（
３
チ
ャ
ン
ネ

ル
）
の
画
面
に「
し
ま
模
様
」
が
混
入
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
日
本
海
上
空
１
０
０
㎞
付

近
に「
ス
ポ
ラ
デ
ィ
ッ
ク
Ｅ
層（
通
称『
Ｅ

ス
ポ
』）」と
呼
ば
れ
る
電
離
層
が
突
発

的
に
発
生
す
る
た
め
で
、
普
段
は
届
く

こ
と
が
な
い
近
隣
諸
国
の
Ｆ
Ｍ
放
送
の

電
波
が
、
こ
の
電
離
層
で
反
射
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
日
本
ま
で
到
達
し
、１
チ
ャ

ン
ネ
ル
と
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
混
信
障
害

を
与
え
て
い
る
こ
と
が
原
因
で
す
。

　

こ
の
混
信
障
害
は
数
分
か
ら
数
時
間

続
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
改
善
方
法
と

し
て
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信

す
る
こ
と
が
最
も
効
果
的
で
す
。
地
上
ア

ナ
ロ
グ
放
送
は
２
０
１
１
年
７
月
24
日
ま

で
に
終
了
す
る
こ
と
が
法
律
で
決
ま
っ
て

い
ま
す
。
お
早
め
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

に
切
り
替
え
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す
る
ご
相
談

は
、
お
近
く
の
電
器
店
ま
た
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

受
信
相
談
係
☎
０
５
７
０
・
00
・
３
４

３
４（
午
前
９
時
～
午
後
８
時
）ま
で
。

第16回うしく現代美術展出品作家募集
　うしく現代美術展は、創作意欲旺

おうせい

盛な作家で組織されていま

す。出品者は、牛久市と近隣市町村に在住・在勤の当美術展の

趣旨に賛同する作家で構成され、芸術文化を希求する地域社

会の心に応えようと、毎年エネルギッシュに作品の制作に取り

組んでいます。この美術展は、市民の皆さんとボランティアの

方々、それに支援助成をしている行政とが三位一体の形態をと

りながら、毎年テーマを掲げて開催しています。

募集期間　4月１日（木）～30日（金）※4月12日・26日は休館日。

応募条件　市内および近隣市町村に在住・在勤の方

応募方法　ア．略歴（常識的な範囲で記入してください）

　イ．5点以上の違う作品の写真※キャビネまたは A5サイズ

以上（作品掲載の図録代用でも可）。

　ウ．各作品に素材、サイズ、制作年などを明記してください。

※ア・イ・ウを同封の上、下記までご応募ください。

選考　5月23日（日）うしく現代美術展実行委員会

※選考結果については、応募いただいた方全員に郵送で通知

します。また、お送りいただいた資料は返却します。

※選考に通った方は、当美術展趣旨をご理解いただき会場設

営 ･ 運営実務に参加してください（詳細はお問い合わせくだ

さい）。出品作品は、「うしく現代美術展ホームページ」への

掲載を前提とします。

第16回うしく現代美術展
開催期間：11月21日（日）～12月5日（日）

開催場所：市中央生涯学習センター展示ホール・多目的ホー

ル・中庭、女化青年研修所

分野：平面（洋画・日本画・版画・書・デザイン）、立体（彫刻・

インスターレーション）、クラフト（陶・染織・七宝・金工・

ガラス・漆芸・木工）、映像

出品料：5,000円（作品搬入時）

応募・問い合わせ　うしく現代美術展実行委員会事務局

（〒300-1211牛久市柏田町1606-1牛久市教育委員会生涯学

習課内）☎871-2301※第2・第4月曜日休館。
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牛久市内で活動している市民団体の情報サイト
うしくコミュニティネット http://www.ushiku-shimin.jp/
問い合わせ 市市民活動課☎内線 1634

市
内
保
育
園
の
子
育
て
支
援

★
ピ
ヨ
ピ
ヨ
ひ
ろ
ば（
つ
つ
じ
が
丘
ふ

た
ば
ラ
ン
ド
保
育
園
）

　

親
子
で
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

日
程　

４
月
15
日（
木
）小
麦
粉
ね
ん
土

で
あ
そ
ぼ
う
！
、
４
月
22
日（
木
）園

庭
で
あ
そ
ぼ
う
！
、
４
月
30
日（
金
）

こ
い
の
ぼ
り
を
つ
く
ろ
う
！

※
各
日
午
前
10
時
か
ら
30
～
40
分
程
度

の
活
動
と
な
り
ま
す
。

※
開
始
時
間
ま
で
に
保
育
園
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

場
所　

つ
つ
じ
が
丘
ふ
た
ば
ラ
ン
ド
保

育
園
つ
き
組

保
育
園
開
放
日　

月
～
金
曜
日
午
前
９

時
～
午
後
１
時
、
午
後
３
時
～
４
時

※
保
育
園
開
放
日
は
ど
な
た
で
も
利
用

で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

つ
つ
じ
が
丘
ふ
た
ば
ラ

ン
ド
保
育
園（
田
宮
町
１
９
９
‐
１
）

☎
８
７
１
・
６
９
２
８

★
つ
ば
め
保
育
園
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
ペ
ン
ギ
ン
ク
ラ
ブ
】

　

子
ど
も
が
誕
生
し
た
と
き
の
感
動
は

何
事
に
も
例
え
ら
れ
な
い
も
の
で
す
。

子
育
て
の
情
報
は
テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど

で
も
数
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
個
人
個
人
の
育
ち
が
一
様
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
子
育
て
の
歩
み
は
、
子
と

親
が
共
に
育
つ
充
実
し
た
時
間
の
積
み

重
ね
と
し
て
楽
し
い
思
い
出
の
１
ペ
ー

ジ
を
飾
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

「
ペ
ン
ギ
ン
ク
ラ
ブ
」は
、
お
子
さ
ん

は
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
子
育
て
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

リ
ズ
ム
遊
び
や
、
プ
ー
ル
遊
び
、
散
策

活
動
な
ど
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

す
。
看
護
師
に
よ
る
、
健
康
相
談
、
栄

養
士
に
よ
る
料
理
の
材
料
や
調
理
法
な

ど
の
紹
介
も
し
て
い
ま
す
。
毎
回
季
節

に
合
わ
せ
た
お
い
し
い
お
や
つ
も
お
楽

し
み
に
！
４
月
22
日(

木)

「
お
友
達

に
な
ろ
う
」ス
タ
ー
ト
で
す
。

参
加
費　

１
回
５
０
０
円（
会
員
制
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

つ
ば
め
保

育
園（
遠
山
町
７
６
４
‐
１
）☎
８
７

１
・
５
７
４
０

牛
久
デ
ジ
カ
メ
・
パ
ソ
コ
ン
倶

楽
部
公
開
講
座
２
０
１
０

デ
ジ
カ
メ
の
撮
影
を
楽
し
く
、
き
れ
い

に
プ
リ
ン
ト
を
し
た
い
方
に

　

牛
久
デ
ジ
カ
メ
・
パ
ソ
コ
ン
倶
楽
部

で
は
毎
月
例
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

が
、
４
月
は
公
開
講
座
と
し
て
特
別
講

師｢

樋
口
泰
行｣

先
生
の
デ
ジ
タ
ル
写
真

の
楽
し
い
使
い
方
や
最
新
情
報
な
ど
に

つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
当

日
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
14
日（
水
）午
後
１
時
～
４
時

場
所　

エ
ス
カ
ー
ド
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル（
エ
ス
カ
ー
ド

牛
久
４
階
）

講
師　

樋
口
泰
行
先
生（
フ
ォ
ト

シ
ョ
ッ
プ
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
な

ど
の
解
説
書
執
筆
者
）

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

牛
久
デ
ジ
カ
メ
・
パ

ソ
コ
ン
倶
楽
部（
塚
越
）☎
８
７
３
・

３
３
０
７
Ｅ
メ
ー
ルtsuka

k@
jcom

.

hom
e.ne.jp

第
１
５
１
回
出
会
い
パ
ー

テ
ィ
ー

「
ア
ラ
フ
ォ
ー
」ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー

日
時　

４
月
24
日（
土
）午
後
２
時
～
５

時（
受
付
午
後
１
時
～
）

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
大

講
座
室（
１
階
）

対
象　

男
性･

女
性
共
に
35
歳
～
45
歳

ま
で
の
方

参
加
費　

男
性
５
０
０
０
円
、
女
性
１
０

０
０
円
※
当
日
会
場
で
徴
収
し
ま
す
。

後
援　

牛
久
市

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ベ
ル･
サ
ポ
ー
ト
☎
０
２
８
０
・

87
・
７
０
８
５（
午
前
９
時
～
午
後

５
時
※
月
曜
日
休
業
。）

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け

付
け
て
い
ま
す

心
の
悩
み
を
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
予
約
制
で
す
。

牛
久
ル
ー
ム
希
望
と
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

日
程　

４
月
12
日
か
ら
毎
週
第
２
月
曜

日（
10
月
お
よ
び
平
成
23
年
１
月
は

第
３
月
曜
日
）

時
間　

午
後
１
時
～
５
時（
１
人
１
回

50
分
）

場
所　

ラ
ウ
エ
ル
牛
久
会
議
室（
中
央

１
‐
16
‐
１
中
央
労
働
金
庫
牛
久
出

張
所
２
階
）

相
談･

面
接
料　

１
回
に
つ
き
３
１
５

０
円

問
い
合
わ
せ　

（
財
）茨
城
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
９
・
２
２
５
・

８
５
８
０

　

「
広
報
う
し
く
」は
、
毎
月
１
日
号

（
行
政
区
配
布
）と
15
日
号（
新
聞
折

り
込
み
）の
月
２
回
発
行
し
て
い
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
す
べ
て

の
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

市
内
の
各
公
共
施
設
、
金
融
機
関
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア（
一
部
を

除
く
）な
ど
に
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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縫
製
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

（
社
福
）み
の
る
の
郷
内
通
所
者
の
皆

さ
ん
が
、
さ
お
り
織
り
や
裂
織
り
し
た

布
で
自
宅
で
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
な
が

ら
、
バ
ッ
グ
、
洋
服
、
人
形
、
小
物
な

ど
を
み
の
る
の
郷
施
設
内「
ス
ペ
ー
ス

あ
い
」
で
販
売
す
る
た
め
の
製
品
作
り

を
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。
無
理
の

な
い
ご
自
分
の
時
間
で
楽
し
み
な
が
ら

作
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
毎
月
第

４
木
曜
日
午
前
９
時
～
正
午
ま
で
浜
田

宅
で
勉
強
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

※
織
り
の
縦
糸
や
横
糸
に
使
う
糸
類
や

綿
の
生
地
、
着
物
、
手
芸
品
な
ど
あ

り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

み
の
る
の
郷
糸
糸
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
会（
浜
田
）☎
８
７
２
・

４
６
９
６

第
21
期
手
話
講
習
会

日
時　

４
月
８
日
か
ら
平
成
23
年
３
月

ま
で
の
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
～
８

時
45
分

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
中

講
座
室（
２
階
）

定
員　

初
級
ク
ラ
ス
10
人

申
し
込
み
方
法　

Ａ
４
判
用
紙
に
①
氏

名（
ふ
り
が
な
）②
年
齢
③
郵
便
番
号

④
住
所
⑤
職
業
⑥
電
話
番
号
⑦
Ｆ
Ａ

Ｘ
番
号
⑧
募
集
を
知
っ
た
新
聞
名

（
広
報
う
し
く
な
ど
）⑨
手
話
を
学
び

た
い
動
機
を
記
入
し
て
、
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
締
め
切
り
日　

５
月
末
日

主
催　

手
話
サ
ー
ク
ル「
は
な
み
ず
き
」

協
力　

聴
障
フ
レ
ン
ド
会

問
い
合
わ
せ　

聴
障
フ
レ
ン
ド
会
手
話

講
習
会
係（
楠
田
）Ｆ
Ａ
Ｘ
８
７
３
・

５
０
３
７

歴
史
を
語
り
合
う
会

日
時　

４
月
４
日（
日
）午
後
２
時
～
５

時
場
所　

エ
ス
カ
ー
ド
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
第
１
講
座
室（
エ
ス
カ
ー
ド
牛

久
４
階
）

演
題　

「
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
、
そ
の
１

　

建
国
ま
で
」

内
容　

ア
メ
リ
カ
人
類
の
歴
史
は
、
せ

い
ぜ
い
３
、
４
千
年
と
言
わ
れ
て
き

た
が
、
新
た
な
考
古
学
的
遺
物
の
発

見
に
よ
り
、
１
万
２
千
年
ぐ
ら
い
で

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

最
古
の
ア
メ
リ
カ
人
と
は
、
ど
こ
か

ら
来
た
の
か
、
さ
ら
に
コ
ロ
ン
ブ
ス

の「
新
大
陸
発
見
」が
も
た
ら
し
た
も

の
は
何
か
、
先
住
民
と
の
戦
い
、
黒

人
奴
隷
問
題
、
ア
メ
リ
カ
建
国
の
歴

史
は
戦
争
の
歴
史
で
も
あ
り
、
イ
ギ

リ
ス
か
ら
の
事
実
上
の
独
立
戦
争
、

さ
ら
に
南
北
戦
争
、
そ
の
後
北
ア
メ

リ
カ
大
陸
は
新
た
な
建
国
を
迎
え
ま

す
。
今
回
は
建
国
ま
で
を
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

講
師　

染
谷
秀
明
氏

参
加
費　

３
０
０
円（
資
料
代
）

主
催　

牛
久
史
談
会

問
い
合
わ
せ　

小
林
☎
８
７
３
・
３
２

９
９

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー･

ア

レ
ン
ジ
教
室
メ
ン
バ
ー
募
集

　

季
節
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
作
品

を
、
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
作

り
ま
す
。
今
月
は「
母
の
日
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
」。
初
心
者
の
方
も
歓
迎
。

日
時　

（
Ａ
）毎
月
第
３
木
曜
日
午
後
１

時
～
、（
Ｂ
）
毎
月
第
４
金
曜
日
午
後

７
時
～
、
※
体
験
日
４
月
24
日（
土
）

午
後
１
時
～
。

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

月
会
費　

２
５
０
０
円
～
３
０
０
０
円

（
花
材
費
）

対
象　

ど
な
た
で
も

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

風
花
プ
リ

フ
ラ
・
サ
ー
ク
ル（
河
原
）☎
８
３
８
・

０
０
９
０

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
で
作

る
コ
サ
ー
ジ
ュ
無
料
講
習
会

　

入
園
・
入
学
に
手
作
り
の
コ
サ
ー

ジ
ュ
で
出
席
し
ま
せ
ん
か
？

日
時　

４
月
７
日（
水
）午
前
10
時
～
正

午
場
所　

牛
久
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
懇
談
ス
ペ
ー
ス（
市

役
所
分
庁
舎
１
階
）

材
料
費　

２
５
０
０
円（
実
費
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

小
口
Ｅ

メ

ー

ルstra
w

berryfields.flora
l-

a
venue@

softba
nk.ne.jp

花
え
く
ぼ
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
メ
ン
バ
ー
募
集

　

折
々
の
季
節
の
花
を
身
近
に
感
じ
な

が
ら
、
お
花
の
ア
レ
ン
ジ
を
一
緒
に
楽

し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
時
季
に
合
わ
せ

て
い
ろ
い
ろ
な
花
材
を
使
い
、
仲
間
と

楽
し
く
作
品
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

日
時　

毎
月
第
２･

第
４
木
曜
日
午
後

１
時
～
３
時
30
分

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
小

講
座
室

講
師　

駒
宮
幸
代
先
生

月
会
費　

２
０
０
０
円
※
別
途
花
材
代

（
１
回
約
２
０
０
０
円
～
）。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

早
坂
☎
８

７
３
・
３
２
９
３
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太
極
拳
体
験
講
座

　

太
極
拳
は
、
呼
吸
を
伴
っ
た
全
身
運

動
で
ゆ
っ
く
り
し
た
動
き
は
体
の
し
ん

か
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
、
肩
凝
り
、
腰

痛
、
ス
ト
レ
ス
解
消
、
体
力
ア
ッ
プ
な

ど
に
効
果
的
で
す
。

日
時　

４
月
９
日（
金
）・
16
日（
金
）午

後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　

エ
ス
カ
ー
ド
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル（
エ
ス
カ
ー
ド

牛
久
４
階
）

講
師　

出
間
師
範（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本

健
康
太
極
拳
協
会
楊
名
時
太
極
拳
）

対
象　

ど
な
た
で
も

定
員　

10
人
程
度
※
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

参
加
費　

無
料

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
エ
ア
な
ど
、
運
動

の
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み　

牛
久
市
体
育
協
会
事
務
局

☎
８
７
３
・
２
４
８
６

問
い
合
わ
せ　

一
安
☎
８
７
３
・
９
６

３
０踊

り
ま
せ
ん
か
？

　

牛
久
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
で
は
、

ダ
ン
ス
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
仲

間
と
楽
し
く
踊
り
ま
し
ょ
う
♪
※
当
日

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
火
曜
日
午
後
７
時
30
分
～

※
４
月
13
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

場
所　

向
台
小
学
校
体
育
館

対
象　

初
心
者（
市
内
外
問
い
ま
せ
ん
）

主
催　

牛
久
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
連
盟

問
い
合
わ
せ　

牛
久
市
体
育
協
会
事
務

局
☎
８
７
３
・
２
４
８
６
、
牛
久
ダ

ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
連
盟(

河
野)

☎
８

７
３
・
２
３
１
６

今
年
も
開
催
！
大
好
評
ヨ

ガ
教
室

　

ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
、
ヨ

ガ
教
室
の
後
に
は
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
・

ジ
ャ
グ
ジ
ー
付
き
浴
室
も
ご
利
用
で
き

ま
す
。

日
時　

４
月
６
日
・
13
日
・
20
日
・
27

日
、
５
月
11
日
・
18
日
・
25
日
、
６

月
１
日
・
８
日
・
15
日
・
22
日
・
29
日
、

７
月
６
日
・
13
日
・
20
日
・
27
日
の

各
火
曜
日
午
前
10
時
～
10
時
55
分

場
所　

牛
久
運
動
公
園
体
育
館
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ（
１
階
）

利
用
料　

市
内
の
方
３
１
０
円
、
市
外

の
方
４
７
０
円（
２
階
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室
利
用
料
含
む
）
※
お
得
な
回
数

券
11
回
分
も
あ
り
ま
す
。

持
参
す
る
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
大

判
の
バ
ス
タ
オ
ル
、ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
、

シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
な
ど

問
い
合
わ
せ　

牛
久
運
動
公
園
体
育
館

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
☎
８
７
３
・
２
４

８
６
内
線
16

若
竹
剣
友
会
団
員
募
集

　

一
緒
に
剣
道
を
し
よ
う
！
子
ど
も
も

お
母
さ
ん
も
元
気
な
剣
友
会
で
す
。
け

い
こ
見
学
自
由
、
胴
着
・
防
具
の
貸
し

出
し
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
火
曜
日
・
土
曜
日
午
後
６

時
30
分
～
８
時
30
分

場
所　

牛
久
第
一
中
学
校
武
道
場
、
関

電
工
体
育
館

会
費　

２
０
０
０
円（
中
学
生
１
０
０

０
円
）

問
い
合
わ
せ　

鈴
木
☎
８
７
４
・
８
３

４
４牛

久
地
区
婦
人
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

各
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

◆
手
芸
教
室

日
時　

毎
月
第
１
・
第
４
金
曜
日
午
後

１
時
～

講
師　

上
村
紀
代
子
先
生

◆
生
花
教
室（
小
原
流
）

日
時　

毎
月
第
３
木
曜
日
午
前
10
時
～

講
師　

金
木
チ
ョ
ウ
先
生

◆
ダ
ン
ス
教
室

日
時　

毎
月
第
１
金
曜
日
午
前
10
時
～
、

第
３
金
曜
日
午
後
１
時
～
※
ダ
ン
ス

は
多
少
ス
テ
ッ
プ
の
踏
め
る
方
を
望

み
ま
す
。
男
性
の
参
加
も
歓
迎
で
す
。

講
師　

河
野
孝
子
先
生

◆
リ
ズ
ム
体
操

日
時　

毎
月
第
２
・
第
４
金
曜
日
午
前

10
時
～

講
師　

木
ノ
上
亀
久
先
生

【
共
通
事
項
】

場
所　

三
日
月
橋
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

月
会
費　

各
教
室
２
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

木
ノ
上
☎

８
７
３
・
１
９
５
５

室
井
摩
耶
子
ピ
ア
ノ
コ
ン

サ
ー
ト

テ
レ
ビ･

新
聞･

雑
誌
で
お
な
じ
み
の

89
歳
日
本
最
高
齢
の
現
役
ピ
ア
ニ
ス
ト

日
時　

４
月
24
日（
土
）午
後
１
時
30
分

開
場
、
午
後
２
時
開
演

場
所　

エ
ス
カ
ー
ド
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー（
エ
ス
カ
ー
ド
牛
久
４
階
）

曲
目　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
Ｋ
．３
３
１（
ト

ル
コ
マ
ー
チ
付
ソ
ナ
タ
）、
シ
ュ
ー

ベ
ル
ト
４
つ
の
即
興
曲
Ｏ
Ｐ
．90

問
い
合
わ
せ　

小
塙
☎
８
７
３
・
０
７

１
７
、
白
井
☎
８
７
４
・
７
３
９
０
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牛
久
市
民
テ
ニ
ス
ミ
ッ
ク

ス
ダ
ブ
ル
ス
大
会

日
時　

５
月
９
日（
日
）
午
前
９
時
～

（
受
付
午
前
８
時
～
）※
予
備
日
５
月

23
日（
日
）。

場
所　

牛
久
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

（
ハ
ー
ド
コ
ー
ト
７
面
、オ
ム
ニ
コ
ー

ト
３
面
）

試
合
方
法　

48
組（
予
選
リ
ー
グ
の
あ

と
順
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
）
予
選
リ
ー

グ
・
順
位
別
と
も
に
ノ
ー
ア
ド
バ

ン
テ
ー
ジ
６
ゲ
ー
ム
先
取
※
エ
ン
ト

リ
ー
状
況
に
よ
り
変
更
あ
り
。

対
象　

高
校
生
以
上
で
市
内
に
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
ペ
ア（
龍
ケ
崎
市
含

む
）

参
加
費　

1
チ
ー
ム
２
０
０
０
円（
当

日
徴
収
し
ま
す
）

申
し
込
み
方
法　

下
記
ア
ド
レ
ス
に
、

テ
キ
ス
ト
メ
ー
ル
で
ペ
ア
の
氏
名
、

資
格
、
住
所（
在
勤
の
場
合
は
勤
め

先
の
名
称
と
住
所
）、
所
属
ク
ラ
ブ
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
受
け
付
け
後
、
メ
ー
ル
を
返
信
し
ま

す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

キ
ャ
ン
セ
ル
は
申
し
込
み
期
間
内
は

受
け
付
け
ま
す
が
、そ
れ
以
降
の
キ
ャ

ン
セ
ル
お
よ
び
欠
席
は
参
加
費
を
請

求
し
ま
す
。な
お
、申
込
締
め
切
り
後
、

ペ
ア
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
期
間　

４
月
１
日（
木
）
～
23
日

（
金
）

問
い
合
わ
せ　

川
村
Ｅ
メ
ー
ル

u
sh

ik
u
-ta

ik
yo

-te
n
n
is@

h
o
tm

a
il.

co.jp平
成
22
年
度
野
球
連
盟
審

判
員
募
集

　

誰
も
が
楽
し
く
野
球
を
続
け
る
た
め

に
は
、
正
し
い
審
判（
公
平
・
中
立
性
）

の
継
続
と
、
ル
ー
ル
に
精
通
し
た
判

定
を
願
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
野
球
は
審
判
員
が
ル
ー
ル
ブ
ッ

ク
を
暗
記
し
て
も
、
そ
れ
以
上
に
そ
こ

に
書
か
れ
て
い
な
い
想
定
外
の
事
態
が

起
こ
る
可
能
性
が
他
ス
ポ
ー
ツ
以
上
に

高
く
、
野
球
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
の
奥
深

さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
球

場
に
お
け
る
臨
場
感
と
緊
迫
感
を
求
め

て
、
審
判
に
情
熱
を
持
ち
楽
し
く
野
球

を
す
る
方
を
求
め
て
い
ま
す
。

活
動
範
囲　

学
童
・
中
学
・
高
校
・
社

会
人（
市
内
野
球
）な
ら
び
に
大
学
な

ど
の
連
盟
主
催
お
よ
び
各
団
体
か
ら

要
請
に
基
づ
い
た
審
判
。

審
判
の
服
装
・
用
具　

基
本
用
具
・
備

品（
帽
子
、
靴
、
上
下
服
）は
連
盟
か

ら
無
償
支
給
し
ま
す
。

活
動
日　

原
則
的
に
は
土
・
日
・
祝
日

問
い
合
わ
せ　

牛
久
野
球
連
盟（
渡
部
）

☎
８
７
４
・
５
８
７
６
、
☎
０
９
０
・

５
３
４
３
・
６
４
３
２

東洋大牛久高校 牛久栄進高校 県立牛久高校

4月

2日（金） 生浜高（W）

3日（土） 前橋育英（W）

4日（日）所沢商/桐生第一（変3）清真学園 / 常総学院（変３） 水戸農高（W）

5日（月） 聖光学院（W） 大子清流（W）

6日（火） 浦和北高（W）

12日（月）
～15日（木） 春季県南地区大会

17日（土） 総和高（W） 柏陵高（W）

18日（日） 柏陵高（W） 江戸崎総合 / 古河三（変3）鬼怒商 / 八千代高（変３）

25日（日） 八千代高（W）

29日（木） 船橋西 / 那珂高（変3）

4月26日（月）～5月4日（火）　　　春季県大会

5月

1日（土） 水海道一（W）

2日（日） 土浦一高（W）

3日（月） 中央学院（W） 那珂高（W）

4日（火）佐原 / 東京高（変３） 草加高（W） 総和工（W）

5日（水）宇都宮清陵（W）

8日（土）中央高 / 明秀日立（変3） 江戸崎総合（W）

9日（日）市立柏 / 浦和学院（変3） 取手一高（W）

16日（日）専修大松戸（W） 下館一高（W）

22日（土）宇都宮東 / 波崎柳川(変3）

23日（日） 第14回牛久市内高校野球大会

29日（土） 鷲宮高（PM-S） 総和高（W）

30日（日）柏陵高/つくば秀英(変3）

6月

5日（土） 安房高 (PM-S）

6日（日）正智深谷高（W）東洋高 / 友部高（変3）佐原高/明野高（変3）

12日（土）松山高/結城一高（変3）越谷南 / 柏日体高（変3） 東風高（W）

13日（日） 常総学院（W） 宇都宮東（W） 筑波高（W）

19日（土） 米沢商（PM-S） 常総学院/大田一（変3） 石岡一高（W）

20日（日）千葉敬愛 / 明星高（変3） 越谷総合（W）

26日（土） 浦和実業（W） 壬生高 / 水戸農高（変3） 岩井高（W）

27日（日） 水海道二 / 清真学園（変3） 佐原白楊（W）

7月
3日（土） 小山西（PM-S） 土浦二高（W）

4日（日） 千葉日大（W） 竜ヶ崎南（W）

7月10日（土）～29日（木）　　　　　茨城県高校野球選手権大会

グラウンド案内　すべて各校の構内グラウンド

試合開始時間　W（ダブルヘッダー）…①午前9時30分～②午

後1時～、PM-S…午後1時～、変3（変則3試合）…午前9時～

問い合わせ　牛久野球連盟（渡部）☎090-5343-6432

平成22年度市内3高校野球オープン戦日程（前期）
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植
物
観
察
会

　

う
し
く
里
山
の

会（
里
山
自
然
観
察

隊
）で
は
、
定
期
的

に
植
物
観
察
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

回
は「
牛
久
の
ス
ミ
レ
の
花
を
見
る
」と

い
う
テ
ー
マ
で
城
中
町
・
ア
ヤ
メ
園
・

新
地
町
付
近
を
歩
き
、「
ス
ミ
レ
」
を
は

じ
め
季
節
の
花
を
観
察
し
ま
す
。
野
草

や
植
物
に
関
心
の
あ
る
方
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

４
月
10
日（
土
）午
前
９
時
～
午

後
０
時
30
分

集
合
場
所　

得
月
院
駐
車
場（
城
中
町
）

参
加
費　

２
０
０
円（
資
料
代
）

※
服
装
は
軽
装
で（
歩
け
る
服
装
）、
飲

み
物
な
ど
は
各
自
持
参
。
お
持
ち
の

方
は
図
鑑
・
ル
ー
ペ
も
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
う
し
く
里
山
の
会（
平
塚
）☎
８
７

３
・
６
４
２
６

ひ
ょ
う
た
ん
植
え
付
け
会

　

ひ
た
ち
野
う
し
く
ま
ち
そ
だ
て
協
議

会
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
４
月
か
ら

ひ
ょ
う
た
ん
作
り
を
行
い
ま
す
。
今
回

は
７
種
類
の
さ
ま
ざ
ま
な
大
き
さ
・
形

と
な
る
ひ
ょ
う
た
ん
の
苗
の
植
え
付
け

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

４
月
24
日（
土
）
午
後
２
時
～

（
小
雨
決
行
）

場
所　

ひ
た
ち
野
さ
く
ら
公
園（
ひ
た

ち
野
南
近
隣
公
園
）
多
目
的
広
場

パ
ー
ゴ
ラ

問
い
合
わ
せ　

ひ
た
ち
野
う
し
く
ま
ち

そ
だ
て
協
議
会
事
務
局
☎
８
５
２
・

６
１
４
１
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w

w
.hita

chino.info/

水
元
公
園
と
柴
又
帝
釈
天

を
歩
く
参
加
者
募
集

日
時　

５
月
29
日（
土
）午
前
８
時
10
分

牛
久
駅
改
札
口
集
合
、
午
後
３
時
30

分
ご
ろ
柴
又
帝
釈
天
解
散

コ
ー
ス　

20
万
本
の
は
な
し
ょ
う
ぶ
が

咲
く
水
元
公
園
と「
男
は
つ
ら
い
よ
」

の
寅
さ
ん
の
郷
、
柴
又
の
下
町
情
緒

漂
う
街
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
く
12
㎞

対
象　

50
歳
以
上
70
歳
代
ま
で
の
方

定
員　

１
２
０
人
※
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

参
加
費　

２
０
０
円（
資
料
、
保
険
代

含
む
※
当
日
現
地
で
徴
収
し
ま
す
。

申
し
込
み
方
法　

往
復
は
が
き
の
往
信

用
に
参
加
者
全
員
の
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
集
合
場
所（
牛

久
駅
改
札
口
）を
記
入
し
、
返
信
用
に

代
表
者
の
送
り
先
を
記
入
の
上
、「
〒
３

０
５
‐
０
０
４
４
つ
く
ば
市
並
木
３
‐

16
‐
１
横
田
ハ
イ
ツ
１
０
２
県
南
地
域

高
齢
者
は
つ
ら
つ
百
人
委
員
会
事
務

所
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
担
当
係
」ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。
１
枚
の
は
が
き
で

３
人
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
締
め
切
り
日　

５
月
15
日（
土
）必
着

主
催　

県
南
地
域
高
齢
者
は
つ
ら
つ
百

人
委
員
会

問
い
合
わ
せ　

山
元
☎
０
９
０
・
４
９

１
６
・
７
６
２
９

地
域
再
生
の
カ
リ
ス
マ
に

よ
る
講
演
会

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組

で
も
紹
介
さ
れ
た
、
地
域
活
性
化
の
伝

道
師
と
し
て
活
躍
中
の
農
林
水
産
省
大

臣
官
房
企
画
官
、
木
村
俊
昭
さ
ん
に
よ

る
講
演
で
す
。

日
時 

４
月
10
日（
土
）午
後
５
時
～
７
時

場
所 

市
保
健
セ
ン
タ
ー
研
修
室（
２
階
）

入
場
料　

無
料

主
催　

牛
久
市

共
催　

牛
久
市
商
工
会
、
Ｊ
Ａ
竜
ヶ
崎
市

後
援　

（
社
）竜
ヶ
崎
法
人
会
牛
久
地
区

会
、
牛
久
市
商
工
会
青
年
部
Ｏ
Ｂ
会

ほ
か

問
い
合
わ
せ　

市
政
策
秘
書
課
☎
内
線

３
２
０
１

第
12
回
木
犀
会
研
究
部
絵

画
展

　

牛
久
市
文
化
協
会
に
加
盟
す
る
油
絵

の
同
好
会
の
展
覧
会
で
す
。

日
時　

４
月
14
日（
水
）～
19
日（
月
）午

前
９
時
～
午
後
５
時
※
最
終
日
は
午

後
３
時
30
分
ま
で
。

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
展

示
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ　

木
犀
会
研
究
部（
吉
川
）

☎
８
７
２
・
１
３
７
３

詩
吟
の
会
会
員
募
集

　

和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
の
中
で
従

来
に
な
い
独
創
的
で
画
期
的
な
や
さ
し

く
分
か
り
や
す
い
秩
序
あ
る
練
習
方
法

を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
な
た

で
も
楽
し
く
短
期
間
で
上
達
し
ま
す
。

日
時　

毎
週
日
曜
日
午
後
２
時
～
４
時

30
分

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
視

聴
覚
室
ま
た
は
和
室

参
加
費
・
会
費　

無
料

※
個
人
レ
ッ
ス
ン（
無
料
）の
希
望
も
受

入
れ
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

岳
風
流
牛

久
同
好
会（
殿
谷
）☎
８
７
４
・
０
４

７
３
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　　市役所☎029-873-2111（代）FAX029-873-7510
　　ホームページ http://www.city.ushiku.ibaraki.jp/

悪質商法にご注意！テレビの地デジ対応やアンテナ交換などを口実にした詐欺
が発生しています。地デジに関して不明な点があれば、お問い合わせください。
問い合わせ　地上デジタルコールセンター☎0570-07-0101

わ
が
街
の
木

春
の
日
差
し
に
輝
く
若
葉

ア
ラ
カ
シ(

ブ
ナ
科)

　

高
さ
20
ｍ
ほ
ど
に
な
る
常
緑
高
木
で

照
葉
樹
林
を
構
成
す
る
代
表
種
で
す
。

寒
さ
に
弱
く
関
西
以
南
に
多
く
見
ら
れ

ま
す
。「
粗あ

ら
か
し樫
」
と
書
く
よ
う
に
枝
葉
が

ゴ
ツ
ゴ
ツ
と
し
て
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら

名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
公
園
樹
や
街
路

樹
の
ほ
か
家
の
周
囲
に
植
え
て
枝
を
切

り
詰
め
高
垣
に
仕
立
て
ら
れ
ま
す
。
葉

は
幅
広
で
、
上
半
分
に
だ
け
鋸き

ょ

し歯
が
あ

る
の
が
特
徴
で
す
。
花
期
は
４
～
５
月
。

秋
に
は
堅
果（
ド
ン
グ
リ
）
が
熟
し
ま

す
。
早
春
、
赤
み
を
帯
び
た
ビ
ロ
ー
ド

状
の
若
葉
は
、
傘
を
す
ぼ
め
た
よ
う
な

独
特
の
姿
を
し
て
い
て
、
遠
く
か
ら
で

も
よ
く
目
立
ち
ま
す
。

【
シ
ャ
ト
ー
通
り
】

資
料
提
供
…
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
し
く
里
山
の

会〈
チ
ー
ム
街
路
樹
20
﹀

問
い
合
わ
せ　

市
緑
化
推
進
課
☎
内
線

１
５
１
１

コ
ー
ラ
ス
・
タ
ン
ポ
ポ
35

周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

～L
a

・V
ita

　

人
生
～

日
時　

４
月
18
日（
日
）午
後
１
時
30
分

開
場
、
午
後
２
時
開
演

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
文

化
ホ
ー
ル

出
演　

安
東
有
貴
恵（
指
揮
）、
徳
本
淳

子（
ピ
ア
ノ
）

曲
目　

古
都
幻
想
、
美
空
ひ
ば
り
曲
集

「
川
の
流
れ
の
よ
う
に
」ほ
か
、
シ
ャ

ン
ソ
ン「
パ
リ
の
空
の
下
」ほ
か

入
場
料　

無
料

後
援　

牛
久
市
教
育
委
員
会
、
牛
久
市

文
化
協
会
、
牛
久
市
合
唱
連
盟

問
い
合
わ
せ　

柴
田
☎
８
７
４
・
５
１

９
０
、
橋
本
☎
８
７
３
・
４
６
７
１

名
作
を
易
し
い
英
語
で
読

も
う

日
時　

毎
月
第
４
火
曜
日
午
前
10
時
～

11
時
30
分

場
所　

市
中
央
図
書
館
学
習
室（
２
階
）

月
会
費　

７
０
０
円

内
容　

大
草
原
の
小
さ
な
家
、
ト
ム
ソ
ー

ヤ
の
冒
険
、
オ
ズ
の
魔
法
使
い
な
ど

※
次
回
は
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
を
予
定
。

講
師　

山
本
信
子
先
生

問
い
合
わ
せ　

高
橋
☎
８
７
２
・
８
６

５
２
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　ふたばランド保育園のお友だちは、「ド

レミの歌」を演奏した2月末の「ランラン

フェスティバル（発表会）」の様子を再現

しました。太鼓や木琴、鈴などの楽器を

使い、みんなで一つのハーモニーを奏で

ました。段階を踏まえた楽器遊びを通し

て音楽に親しんでいるので、息がぴった

り合った演奏でした。

平成22年4月1日（1022）号
　発行・編集 / 牛久市市民活動課
　　　〒300-1292  茨城県牛久市中央3丁目15番地1
　　　☎029-873-2111 FAX029-873-2512 

再生紙を使用しています。

環境に優しい大豆インキを使用しています。

ふたばランド保育園の
お友だち

５歳児ぞうグループ

　昭和39年ごろの牛久小学校の入学式の様子です。牛久小

学校は明治8年の牛久学舎から始まり、名称変更や移転を

繰り返しながら現在に至っています。それでも、これから

の新しい学校生活に希望と不安でいっぱいの子どもたちの

表情は今も昔も変わりありません。　　（南　菅井氏所蔵）

「
昔
の
う
し
く
」の
写
真
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
眠
っ
て
い
る「
昔
の
う
し

く
」の
写
真
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
今
、
そ
の
よ
う
な「
昔
の
う
し
く
」の
写

真
を
収
集
し
て
い
ま
す
。「
懐
か
し
い
」「
残
し
た

い
」
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
牛
久
市
の
文
化
芸
術
」の

中
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問い合わせ　市生涯学習課（市中央生涯学習センター内）☎871-2301


